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ひ
と
頃
、
職
場
の
あ
ち
こ
ち
で
も
話
題
に
な

っ
た
動
物
占
い
を
憶
え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
生
年
月
日
に
よ
っ
て
人
間
を
12
の
動
物

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
分
類
す
る
と
い
う
他
愛
の
な

い
も
の
だ
が
、
ラ
イ
オ
ン
＝
「
お
お
ら
か
で
完

璧
主
義
。
V
I
P
待
遇
や
ヨ
イ
シ
ョ
に
弱
い
」、

猿
＝
「
愛
さ
れ
る
無
邪
気
な
笑
顔
の
人
気
者
」、

タ
ヌ
キ
＝
「
返
事
が
よ
く
て
、
態
度
が
好
か
れ

る
世
渡
り
上
手
」
と
い
っ
た
指
摘
が
案
外
あ

た
っ
て
い
て
盛
り
上
が
っ
た
も
の
だ
。

解
説
書
に
よ
れ
ば
、
12
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

行
動
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
、
4
つ
の
星
に
分
類
さ

れ
る
（
図
表
a
）。
横
軸
は
「
自
分
」
か
「
相

手
」
か
、
縦
軸
は
「
目
標
志
向
」
か
「
状
況

対
応
」
か
。
こ
れ
に
よ
り
、
太
陽
、
新
月
、
満

月
、
地
球
の
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
と

い
う
の
だ
。

●

こ
こ
で
何
と
も
場
違
い
な
動
物
占
い
を
話

題
に
出
し
た
の
は
理
由
が
あ
る
。
こ
の
特
集
の

骨
格
を
形
作
る
「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査

2
0
0
5
」
に
よ
っ
て
、
10
の
企
業
グ
ル
ー
プ

の
存
在
が
導
き
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
特
徴
を
精
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
て
は

ま
る
企
業
へ
の
説
明
と
取
材
を
重
ね
る
う
ち
、

編
集
部
内
で
「
こ
れ
っ
て
動
物
占
い
だ
よ
ね
」

と
い
う
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
か
ら
な
の
だ
。

今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
企
業
を
、
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
か
セ
ル
フ
・
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
か
、
と
い
う
横
軸
、
組
織
が

分
権
型
か
集
権
型
か
、
と
い
う
縦
軸
で
分
類

し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
軸
の
性
格
も
動
物

占
い
に
似
て
い
な
い
か
。

物
事
を
2
次
元
上
で
表
し
、
視
覚
化
す
る

と
い
う
作
業
は
色
々
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
だ
と
改
め
て
思
う
。
ア
メ
リ
カ
に
ノ
ー

ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
と
い
う
言
語
学
者
が
い

る
。
彼
は
1
9
7
1
年
、「
未
来
の
国
家
」
と

い
う
講
演
で
、
産
業
先
進
国
で
と
り
う
る
国

家
形
態
は
4
つ
あ
る
と
述
べ
た
。
図
示
す
る
と
、

横
軸
が
平
等
と
不
平
等
、
縦
軸
が
自
由
と
統

制
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
バ
タ
リ
ア
ン
社
会
主

義
、
国
家
社
会
主
義
、
福
祉
国
家
資
本
主
義
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
あ
る
（
図
表
b
）。

●

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
ハ
イ
エ
ク
の
思
想
に
代
表

さ
れ
、
小
泉
改
革
が
目
指
す
日
本
も
こ
こ
に

入
る
。
福
祉
国
家
資
本
主
義
は
ケ
イ
ン
ズ
主

義
的
な
資
本
主
義
で
、
E
U
の
多
く
の
国
は

こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
国
家

あ
な
た
の
会
社
は
共
産
主
義
か

そ
れ
と
も
リ
バ
タ
リ
ア
ン
か

編
集
担
当
　

荻
野
進
介
（
本
誌
）

は
じ
め
に

メントを

視覚化する

メントを

視覚化する
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「
統
制
」
か
「
自
由
」
か
、「
平
等
」
か
「
不

平
等
」
か
、
と
い
う
、
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る

軸
も
、
人
間
の
場
合
（
動
物
占
い
）、
組
織
の

場
合
（
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
）
と
似
て
い

る
。
ご
く
大
雑
把
に
ま
と
め
る
と
、
人
間
で
あ

れ
、
組
織
（
企
業
）
で
あ
れ
、
国
家
で
あ
れ
、

自
分
（
個
人
）
を
大
切
に
す
る
か
他
者
（
組

織
）
を
大
切
に
す
る
か
、
統
制
（
目
標
設
定
、

集
権
）
か
自
由
（
状
況
対
応
、
分
権
）
か
、

と
い
う
2
軸
で
分
類
で
き
る
と
い
う
仮
説
が
浮

か
ん
だ
。

●

特
集
の
概
要
を
述
べ
よ
う
。
日
米
3
人
の

ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
に
よ
る
「
調
査
を
ど
う
読
み

解
く
か
」
と
い
う
論
考
を
含
め
、
ま
ず
冒
頭
、

ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
研
究
員
が
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
調
査
の
全
貌
を
報
告
す
る
。
続
い
て
、

10
の
企
業
群
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
詳
し
く

解
説
し
、
代
表
的
企
業
1
社
ず
つ
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら

に
、
同
様
の
調
査
を
実
施
し
た
場
合
、
自
社

は
ど
こ
に
位
置
す
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
を

解
消
す
べ
く
、
簡
単
な
診
断
テ
ス
ト
の
ペ
ー
ジ

を
付
し
た
。
最
後
の
パ
ー
ト
で
は
、
研
究
員
を

含
め
、
分
野
の
異
な
る
5
人
に
、
調
査
の
活

用
法
や
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
示
唆
に
つ
い
て
、

述
べ
て
も
ら
っ
た
。

研
究
員
も
原
稿
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
調
査
は
「
未
来
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
探

る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
あ
り
、
先

の
縦
横
の
2
軸
だ
け
で
は
な
い
、
隠
れ
た
Z
軸

の
解
明
も
含
め
、
分
析
も
ま
だ
途
上
で
あ
る
。

後
ほ
ど
別
の
知
見
が
得
ら
れ
れ
ば
、
改
め
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
あ
る
。

社
会
主
義
の
典
型
が
、
今
は
亡
き
ソ
連
で
あ

っ
た
。
リ
バ
タ
リ
ア
ン
社
会
主
義
と
は
、
リ
ベ

ラ
ル
な
社
会
主
義
の
こ
と
で
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

は
ア
ナ
キ
ズ
ム
（
無
政
府
国
家
主
義
）
を
こ
こ

に
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
前
の
3
つ
と
違
う
の

は
、
実
際
に
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う

点
で
あ
る
（
参
考
『
世
界
共
和
国
へ
│
│
資

本
＝
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
国
家
を
超
え
て
』
柄
谷

行
人
著
、
岩
波
新
書
）。

人材マネジ

自由 

リベラリズム 
（新自由主義） 

リバタリアン 
社会主義 

福祉国家資本主義 
（社会民主主義） 

国家社会主義 
（共産主義） 

不平等 平等 

統制 

【図表b】国家の4つの形態
状況対応 

自分 相手 

目標志向 

・猿 
・狼 

・コアラ 
・虎 

地球グループ 

芸術家・合理的 
マイペース 

・ライオン 
・ペガサス 
 

・チータ 
・ゾウ 

太陽グループ 

いつも輝いている 

・たぬき 

新月グループ 

まわりがほっとけない 
人の好さ 

・黒ひょう 
 

・ひつじ 

・こじか 

満月グループ 

人脈と情報が財産 

【図表a】動物占い 4つの星の特徴

人材マネジ
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「
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
働
け
る
次
世
代

社
会
の
創
造
」。
こ
れ
が
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
同
時
に
そ
こ
で
働
く
わ

れ
わ
れ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。
今
回
、
個

人
が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
次
世
代

社
会
に
お
け
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る

上
で
「
何
が
大
事
な
の
か
」
を
探
る
べ
く
調
査

研
究
を
行
っ
た
。

「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
2
0
0
5
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
今
回
の
調
査
の
特
徴
は
、
制

度
や
施
策
の
種
類
で
は
な
く
、
そ
の
導
入
や
運

用
を
決
定
づ
け
る
思
想
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
調
査
と
い
え
ば
、
実
際
の
人
事
制
度
の

導
入
状
況
や
人
事
の
課
題
な
ど
、
目
に
見
え

る
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
が
多
か
っ
た
。

実
際
、
わ
れ
わ
れ
が
か
つ
て
行
っ
た
調
査
に
お

い
て
も
、
同
種
の
質
問
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
昨
今
の
状
況
を
見
る
と
、
あ
ま
た
あ
る

制
度
や
施
策
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
の
方
向
に
収

斂
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
よ
う
な
制
度
や
施
策
の
有
無
だ
け
で
、
企

業
ご
と
の
特
徴
や
違
い
を
見
出
す
こ
と
は
困

難
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
個
々
の
制
度
の
背
後

に
あ
る
「
思
想
」
に
着
目
し
た
。
例
え
ば
、
成

果
給
制
度
の
導
入
は
も
は
や
全
企
業
の
8
割

に
達
し
、
年
俸
制
に
つ
い
て
も
5
割
を
超
え
る

企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
8
割
、
5
割

と
い
う
数
字
自
体
の
意
味
は
薄
れ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。

「
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
い
て
成
果
給
を
導
入

し
て
い
る
の
か
、
そ
の
結
果
ど
ん
な
効
果
を
期

待
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
思
想
こ
そ
が
、
そ

の
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
真
の
意
味

で
あ
り
、
制
度
の
運
用
の
巧
拙
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
制
度
や
施
策

を
行
っ
て
い
て
も
、
思
想
の
違
い
に
よ
り
、
企

業
ご
と
の
特
徴
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
逆
に
、

思
想
は
同
じ
だ
が
、
異
な
る
制
度
や
施
策
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
思

想
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
た
。

分
析
に
用
い
た
質
問
は
全
34
問
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
①
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
ス
タ

ン
ス
、
②
採
用
・
雇
用
の
考
え
方
、
③
仕
事

の
進
め
方
・
任
せ
方
、
④
成
果
向
上
・
能
力

開
発
の
施
策
、
⑤
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
⑥
動
機

付
け
の
6
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、
例

え
ば
、
Ａ
「
人
材
は
外
部
調
達
志
向
が
強
い

か
」、
Ｂ
「
内
部
育
成
志
向
が
強
い
か
」
と
い

っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
対
極
の
質
問
の
う
ち
、
ど
ち

ら
に
よ
り
近
い
か
、「
Ａ
に
近
い
」「
や
や
Ａ
に

近
い
」「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」「
や
や
Ｂ
に

近
い
」「
Ｂ
に
近
い
」
の
5
段
階
の
尺
度
で
た

ず
ね
た
。
な
お
調
査
概
要
は
文
末
に
掲
げ
て
あ

る
。こ

う
し
て
得
ら
れ
た
答
え
に
対
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
2
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。

最
初
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
全
34
質
問
の
意

味
解
釈
で
あ
る
。
34
の
質
問
は
、
そ
の
ま
ま
で

合
計
３４
の
質
問
に

2
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
根
本
を
解
き
明
か
す

制
度
や
施
策
の
実
態
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
各
社
に
特
有
の
人
事
思
想
そ
の
も
の
が
探
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
た
の
が「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
2
0
0
5
」で
あ
る
。
日
本
を
代
表
す
る
企
業
2
2
8
社
の「
思
想
」と
、

そ
の
全
体
像
を
2
次
元
の
マ
ッ
プ
上
に
視
覚
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
員
が
具
体
的
手
法
を
含
め
、
調
査
の
全
貌
を
報
告
す
る
。

調査報告

白
石
久
喜
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
研
究
員
）

【図表1】主成分分析の結果から12の価値軸を抽出（抜粋）

価値軸の番号と名称
①仕事のイ
ニシアティブ

②本社人事
部の関与

③キャリア
の方向性

顧客接点を担う社員の期間評価には、顧客からの評価や声が反映されている

ベストプラクティスを社内で共有する公式の場や仕組みがある

能力開発の諸施策は、本社人事部主導で行われている

新卒採用者の最終決定は、本社人事部が行っている

本社人事部が、OJTの計画や実行に関与している

現場における判断・裁量の範囲が広い

プロフェッショナルとしてのキャリア育成を重視している

昇進・昇格において、年齢・入社年次を考慮する

社員には、定められたミッションを、想定したレベルまで達成することを期待している

安定した精度の高い仕事が、最も評価される

回転後の固有値

回転後の分散の%

2.7571

8.1092

0.706 

0.621 

-0.178 

-0.083 

0.227 

0.167 

0.059 

-0.303 

-0.267 

-0.100

1.9127

5.6256

-0.126 

0.054 

0.725 

0.665 

0.654 

0.122 

-0.208 

0.163 

0.157 

0.001

1.7941

5.2768

-0.025 

0.028 

-0.040 

-0.029 

0.006 

0.717 

0.616 

-0.067 

-0.045 

0.086
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人材マネジメントを視覚化する

は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
の
意
味
し
か
持
ち
得
な
い

が
、
質
問
の
組
み
合
わ
せ
を
再
構
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
解
釈
が
可
能
と
な
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
を
構

成
す
る
12
の
「
価
値
軸
」
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

2
つ
目
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
2
2
8
社
の
関

係
性
を
視
覚
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
34
の
質
問

に
お
け
る
、
2
2
8
社
の
関
係
性
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
34
次
元
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
さ
す
が
に
非
現
実
的
な
の
で
、

34
次
元
の
情
報
を
可
能
な
限
り
損
な
わ
な
い

形
で
、
2
次
元
上
で
表
現
で
き
る
方
法
を
模

索
し
た
結
果
、
各
社
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思

想
の
関
係
を
俯
瞰
図
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
。以

上
、
2
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
ね
合
わ
せ

た
結
果
で
き
た
の
が
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思

想
の
地
図
＝
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ

イ

デ

ア

│

M
a
p
（
略
し
て
i

│

M
a
p
と
名
づ
け
た
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
2
2
8
社
を
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想

と
い
う
観
点
か
ら
、
10
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

最
初
に
、「
12
の
価
値
軸
を
ど
う
導
き
出
し

た
か
」
と
い
う
話
か
ら
進
め
よ
う
。
34
の
質
問

が
意
味
す
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
を
、
い

く
つ
か
の
「
意
味
の
塊
」
に
集
約
し
よ
う
と
考

え
た
。
そ
の
際
、
使
っ
た
の
が
主
成
分
分
析
で

あ
る
。
こ
の
手
法
は
、
複
数
の
質
問
に
対
す
る

回
答
の
共
通
性
か
ら
、「
主
成
分
」
と
し
て
の

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

１２
の
価
値
軸

【図表2】12の価値軸

価値軸 1 仕事のイニシアティブ

個人意思尊重か、組
織意思尊重かで、「仕
事とキャリアに関する
個人と組織の関係」を
表わす軸

価値軸 3 キャリアの方向性

ゼネラリスト志向で育
成するか、プロフェッ
ショナル志向で育成
するかで、「重視するキ
ャリアの方向性」を表
わす軸

価値軸 5 業務設計思想

個力を活かす業務設
計か、役割重視の組
織的業務設計かで、
「個人プレーを認めて
評価する組織か、チー
ムプレーを尊重する組
織か」を表わす軸

価値軸 7 キャリア開発の責任

キャリア開発を個人の
自由に任せるのか、主
導権は組織にあると
するかで、「キャリアや
能力開発における責
任の所在」を表わす軸

価値軸 9 社内外を隔てる壁

壁が低い（外部に対
する排斥力が小さい）
か、高い（排斥力が大
きい）かで、「人の出入
りにおける組織の免
疫力」を表わす軸

価値軸 11 人事制度の基本思想

能力主義か、職務主
義かで、「制度設計の
基本思想の違い」を
表わす軸

価値軸 2 本社人事部の関与

部門委任か、人事積
極関与かで、「採用や
教育における本社人
事部の関与度やパワ
ーの及ぶ範囲」を表
わす軸

価値軸 4 給与と評価の相関

評価により給与が下
がるか、評価により給
与は下がらないかで
「給与差（下がるか否
か）を基準にした評価
思想の違い」を表わす
軸

価値軸 6 雇用のスタンス

経営環境次第で変わ
る人員計画か、安定
志向の人員計画かで、
「雇用維持と業績のど
ちらを重視するか」を
表わす軸

価値軸 8 仕事のスタイル

仕事のやり方を委任
して結果を問うのか、
仕事のやり方、手続
きを重視するかで、
「組織内の仕事の進
め方・評価の仕方」を
表わす軸

価値軸 10 人材調達の考え方

新たな人材の需要に
対して、外部人材の採
用を志向するか、内部
人材を基本におくか
で、「人材を外部から
採るのか、内部育成
するか」を表わす軸

価値軸 12 人材の育成思想

環境が人を育てると
考えるか、教育が人を
育てると考えるかで、
「人材教育に関する基
本的なスタンス」を表
わす軸

部門委任

●能力開発の諸施策は現
場主導で実施
●新卒採用者の最終決定
を部門に委任

人事積極関与

●能力開発の諸施策は人
事主導で実施
●新卒採用の最終決定は
人事が決定

個人意思尊重

●個人の意思を尊重する
●「褒める」ことで自立的活
動を支援

組織意思尊重

●組織の決定を重んじる
●管理型でマネジメントする

個力を生かす設計
●新たなチャレンジが評価
される
●教育投資の対象は限定的
●人材がリプレイサブルで
ない

役割重視の設計
●安定して精度の高い仕事
を評価
●教育投資は広範に
●人材がリプレイサブルで
ある

プロフェッショナル志向

●組織長とは別のプロ的成
功モデルあり

ゼネラリスト志向

●成功は上位の組織長に
昇進すること

個人にある

●キャリア開発の責任は個
人にある
●能力開発は個人が自律的
に行う

組織にある

●キャリア開発の責任は組
織にある
●能力開発の機会は組織
が提供する

壁が低い

●入社は仲間になること
●退社後も接触が保てる

壁が高い

●入社は組織への帰属
●退社後は接触がなくなる

外部採用志向

●社外労働市場からの採用
を考える
●適時適材採用が基本

内部育成志向

●社内の労働市場からの任
用を考える
●内部育成･内部競争が基
本

能力主義

●給与水準は主に能力で
決定

職務主義

●給与水準は主に職務で
決定

環境が人を育てる
●教育はOJTを重視する
●採用で風土・価値観の相
性を重視する
●経営者には教育は行わな
い

教育が人を育てる
●教育はOFF－JTを重視す
る
●採用は風土・価値観の相
性を重視しない
●経営者にも教育を行う

結果志向

●行動・プロセスより結果を
重視
●人事は制度設計、運用は
現場委任

手続き志向

●結果より行動・プロセスを
重視
●制度運用の細則を決めて
いる

経営環境志向

●雇用より業績を重視
●人員計画は業績と状況対
応型

安定志向

●業績より雇用の維持を重
視
●人員計画は安定志向、長
期的

給与が下がる
●業績上位者中心のモチベ
ーションアップ
●昇進・昇格などでは年功を
考慮しない
●ミッション以上の成果を
期待

給与は下がらない
●業績中位者中心のモチベ
ーションアップ
●昇進・昇格などでは年功
を考慮する
●ミッションの範囲内で成
果を期待
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「
意
味
の
塊
」
を
抜
き
出
す
手
法
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
34
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
う
ち
、

類
似
性
の
高
い
も
の
を
グ
ル
ー
プ
化
す
る
と
、

12
の
意
味
の
塊
が
抽
出
さ
れ
た
。
思
想
に
お

け
る
意
味
の
塊
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
価

値
を
表
し
て
い
る
と
解
釈
し
、
こ
れ
を
価
値
軸

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
（
図
表
1
）。
そ
し
て
、

お
の
お
の
の
軸
に
対
し
て
、
質
問
の
影
響
力
の

強
さ
で
意
味
づ
け
を
行
っ
た
（
図
表
2
）。

価
値
軸
は
、
元
の
質
問
同
様
、
互
い
に
対

極
の
意
味
を
持
つ
1
本
の
直
線
上
に
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
、
各
企
業
は
、
そ
の
新
た
な
軸

1.0 2.0 3.0

 

※1 業務遂行に当たり部門・個人に権限を委譲することによって成果を極大化する。
※2 業務設計・運営方針等を本社主導で構築・徹底することによって成果を極大化する。
※3 人は、「やりたいことの実現」のような内発的・自発的動機を持つとき、最も高い成果を上げる。
※4 人は、「組織の使命達成」のような、外生的・社会的役割を持つとき、最も高い成果を上げる。
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人材マネジメントを視覚化する

-3.0 -2.0 -1.0

1.0

0

-2.0

-1.0

-3.0

2.0

3.0

【図表3】i━Map
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こ
れ
ら
12
個
の
価
値
軸
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
考
え
て
い
く
上
で
、
2
つ
の
機
能
を
持

つ
。ま

ず
、
意
見
、
態
度
、
判
断
、
行
動
な
ど

の
基
準
と
な
る
枠
組
み
と
し
て
の
「
準
拠
枠
」

の
機
能
で
あ
る
。
個
別
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

施
策
を
ラ
ン
ダ
ム
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
12

の
価
値
軸
そ
れ
ぞ
れ
を
準
拠
枠
と
し
て
、
ど
の

価
値
軸
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ

上
で
、
新
た
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
価
値
軸
と
い
う
概
念
は
、
制

度
の
導
入
や
、
施
策
の
運
用
を
聞
く
こ
と
で

は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

い
く
つ
か
例
を
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
5

番
目
の
価
値
軸
は
「
業
務
設
計
思
想
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
評
価
さ

れ
る
の
か
、
安
定
し
た
精
度
の
高
い
仕
事
が
重

視
さ
れ
る
の
か
」「
教
育
投
資
の
対
象
は
限
定

的
な
の
か
、
広
範
な
の
か
」「
人
材
が
代
替
可

能
か
、
不
可
能
か
」
な
ど
の
意
味
が
加
味
さ

れ
た
「
業
務
設
計
思
想
」
に
関
す
る
価
値
軸

で
あ
る
。
こ
の
価
値
軸
の
設
定
に
よ
り
、

●
個
人
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
の
か
、
日
々
の
仕
事
を
安
全
確
実
に
行

う
こ
と
を
重
視
す
る
の
か

●
抜
き
ん
出
た
個
人
の
能
力
を
開
発
す
る

の
か
、
組
織
全
体
の
能
力
を
一
律
に
高
め

る
の
か

●
あ
る
人
が
抜
け
た
場
合
、
誰
か
が
代
役

を
務
め
ら
れ
る
よ
う
な
設
計
思
想
か
否
か

と
い
っ
た
、
各
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

12
番
目
の
「
人
材
の
育
成
思
想
」
は
、「
環

境
が
人
を
育
て
る
と
考
え
る
か
、
教
育
が
人
を

育
て
る
と
考
え
る
か
」
を
表
し
て
い
る
。「
Ｏ

Ｊ
Ｔ
を
重
視
す
る
の
か
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
│
Ｊ
Ｔ
を
重

視
す
る
の
か
」「
採
用
の
際
、
風
土
や
価
値
観

へ
の
相
性
を
重
視
す
る
か
、
し
な
い
か
」「
経

営
者
に
教
育
を
行
う
か
、
行
わ
な
い
の
か
」
な

ど
の
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、

●
人
材
は
場
で
自
ず
と
育
つ
の
か
、
会
社

が
計
画
的
に
育
成
し
て
い
く
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

り
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
そ
の
も
の
の
立
ち

位
置
が
は
っ
き
り
す
る
。

次
に
メ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
機
能
だ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
価
値
軸
に
お
い
て
選
択
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
同
士
の
フ
ィ
ッ
ト

感
を
測
定
す
る
と
い
う
意
味
の
、
シ
ン
プ
ル
な

メ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
価
値
軸
Ａ
の
選
択
と
、
価

値
軸
Ｂ
の
選
択
に
矛
盾
が
な
く
、
互
い
が
適

切
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
を

助
け
る
も
の
だ
。

34
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
折
れ
線
グ
ラ
フ

に
し
て
、
2
2
8
社
分
並
べ
る
と
、
2
2
8
の

波
が
並
ぶ
。
こ
の
波
形
に
注
目
し
て
、
形
の
似

て
い
る
も
の
同
士
は
集
め
、
形
の
似
て
い
な
い

も
の
は
遠
ざ
け
る
。
こ
の
作
業
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
2
2
8
社
の
分
類
が
可
能
と
な
る
。

し
か
し
質
問
は
5
段
階
あ
る
。
す
べ
て
の
質

問
で
1
と
回
答
し
た
企
業
と
、
同
じ
く
5
と
回

答
し
た
企
業
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
1
か

ら
5
の
距
離
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で

は
都
合
が
悪
い
。
そ
こ
で
、
回
答
の
「
差
」
に

も
注
目
し
た
。
A
社
が
1
、
B
社
が
5
と
回
答

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
「
差
」
は
4
と
な
る
。
こ

の
集
計
を
す
べ
て
の
質
問
で
行
い
、
合
計
し
て
、

質
問
数
で
あ
る
34
で
割
り
、
こ
れ
を
A
社
と
B

社
の
回
答
の
「
差
」
と
お
く
。

こ
の
作
業
を
2
2
8
社
分
行
う
と
、
各
社
間

の
回
答
「
差
」
の
距
離
を
表
し
た
2
2
8
社
×

2
2
8
社
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
表
が
で
き
る
。
新

幹
線
の
料
金
表
の
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
の
デ
ー

タ
に
対
し
て
、
N
個
の
距
離
デ
ー
タ
が
知
ら
れ

て
い
る
と
き
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
X

軸
、
Y
軸
か
ら
な
る
座
標
平
面
に
各
点
が
占
め

る
べ
き
位
置
を
決
め
る
方
法
で
あ
る
多
次
元
尺

度
法
と
い
う
解
析
手
法
を
用
い
、
i
┃
M
a
p

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
i
┃
M
a
p
の
2
軸
を
、
先
の
12
の

価
値
軸
で
意
味
づ
け
る
作
業
を
行
っ
た
。
横
軸
、

縦
軸
の
数
値
を
従
属
変
数
、
12
の
価
値
軸
の
数

値
を
独
立
変
数
と
お
い
た
重
回
帰
分
析
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
i
┃
M
a
p
の
2
つ
の
軸
に

対
す
る
、
12
の
価
値
軸
の
影
響
度
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

こ
れ
で
、
2
2
8
社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

12
の
価
値
軸
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

【
i
┃
M
a
p
】を
ど
う
作
っ
た
か

調
査
手
法
コ
ラ
ム
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人材マネジメントを視覚化する

め
る
傾
向
が
強
く
な
る
。
こ
の
縦
軸
上
の
上
向

き
の
力
を
分
権
型
デ
ザ
イ
ン
と
名
づ
け
た
。

下
側
に
位
置
す
る
企
業
で
は
、
個
々
人
の

能
力
を
役
割
の
中
で
活
用
し
、
組
織
と
し
て

の
結
果
を
重
視
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。

抜
き
ん
出
た
個
人
で
は
な
く
、
総
合
力
と

し
て
の
組
織
力
を
高
め
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
全

体
に
比
較
的
統
一
さ
れ
た
行
動
を
求
め
、
そ

の
た
め
に
本
部
が
強
い
主
導
権
を
持
ち
、
行

動
を
も
統
一
す
る
た
め
に
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す

る
。
人
材
資
源
を
内
部
市
場
に
求
め
る
傾
向

が
強
い
。
こ
の
縦
軸
上
の
下
向
き
の
力
を
集

権
型
デ
ザ
イ
ン
と
名
づ
け
た
。

以
上
で
、
星
空
に
方
角
の
意
味
が
付
加
さ

れ
、
各
象
限
の
説
明
が
可
能
に
な
っ
た
。
ラ
ン

ダ
ム
に
並
ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
思
え
た
企
業

の
配
置
に
意
味
が
見
え
て
き
た
。

10
の
グ
ル
ー
プ
を
導
き
出
す
に
あ
た
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
象
限
に
と
ど
ま
ら
な
い
分
類
を
試

行
し
た
。
そ
の
結
果
が
i
│

M
a
p
上
に
示
さ

れ
た
星
雲
状
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
12
の
価
値

軸
に
お
け
る
各
企
業
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
類

似
性
と
、
60
社
あ
ま
り
を
対
象
に
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
定
性
的
な
情

報
を
付
加
し
、
10
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
、
そ
れ

ぞ
れ
名
称
を
つ
け
た
（
詳
し
く
は
16
ペ
ー
ジ
か

ら
の
解
説
参
照
）。
以
下
に
、
価
値
軸
か
ら
見

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を
記
し
て

お
く
。

星
雲
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
た

１０
の
企
業
グ
ル
ー
プ

沿
っ
て
軸
を
読
み
解
い
て
み
る
と
、
左
側
に
位

置
す
る
企
業
の
ほ
う
が
、
個
人
の
意
思
を
尊

重
し
、
人
材
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
を
志

向
し
て
い
る
。
組
織
の
壁
は
低
く
、
出
入
り
が

容
易
で
あ
る
。
短
期
的
な
業
績
評
価
が
中
心

で
、
給
与
が
下
が
る
こ
と
が
あ
る
。
経
営
指
標

が
重
要
と
さ
れ
、
経
営
環
境
に
よ
っ
て
雇
用

に
影
響
が
及
ぶ
。
こ
の
横
軸
に
お
け
る
左
向
き

の
力
を
セ
ル
フ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ

と
名
づ
け
た
。

右
側
に
位
置
す
る
企
業
は
、
組
織
の
意
思

を
尊
重
し
、
個
人
の
力
と
い
う
よ
り
は
、
組
織

の
力
を
競
争
力
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
人
材

観
を
持
つ
。
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
前

提
と
し
た
能
力
開
発
に
よ
る
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志

向
が
強
い
。
組
織
の
壁
は
高
く
、
帰
属
意
識

を
重
視
す
る
。
長
期
的
貢
献
を
求
め
る
の
で
、

期
間
ご
と
の
評
価
と
給
与
の
相
関
は
低
く
、

成
果
が
上
が
ら
な
く
て
も
給
与
は
下
が
り
に
く

い
。
人
材
の
内
部
育
成
を
重
ん
じ
る
の
で
、
長

期
に
安
定
的
な
雇
用
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
右
向
き
の
力
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ
と
名
づ
け
た
。

縦
軸
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
価
値
軸
も

5
つ
あ
っ
た
。
⑤
業
務
設
計
思
想
、
⑦
キ
ャ

リ
ア
開
発
の
責
任
、
⑧
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
、
②

本
社
人
事
部
の
関
与
、
⑩
人
材
調
達
の
考
え

方
、
で
あ
っ
た
。

上
側
に
位
置
す
る
企
業
は
、
個
人
の
能
力

を
結
果
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
重
視
し
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
個
人
が
行
動
し
や

す
い
よ
う
、
個
人
の
裁
量
権
も
大
き
く
設
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
部
門
の
自
由
度
を
で
き
る

だ
け
高
く
し
、
人
材
を
外
部
労
働
市
場
に
求

こ
の
12
の
価
値
軸
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
現
在
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

こ
の
12
の
価
値
軸
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

次
に
、
2
2
8
社
の
位
置
関
係
を
視
覚
化

し
て
み
た
。
今
回
の
調
査
対
象
は
日
本
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
り
、
回
収
率
も

4
割
を
超
え
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の

デ
ー
タ
の
視
覚
化
は
「
2
0
0
5
年
時
点
で

の
日
本
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
を
表
し

た
地
図
」
の
作
成
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。分

析
結
果
は
6
、
7
ペ
ー
ジ
の
i
│

M
a
p

が
す
べ
て
を
語
っ
て
い
る
。
軸
の
意
味
づ
け
に

際
し
て
は
、
先
の
12
の
価
値
軸
を
用
い
た
。
マ

ッ
プ
の
作
成
、
軸
の
意
味
づ
け
の
統
計
的
手

続
き
に
つ
い
て
は
別
途
コ
ラ
ム
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
て
、
2
2
8
社
の
相
対
的
関
係
が

2
次
元
で
表
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
果
、

各
企
業
を
あ
た
か
も
星
と
み
な
す
天
空
の
よ
う

な
マ
ッ
プ
が
完
成
し
た
。
こ
こ
で
、
マ
ッ
プ
を

成
立
さ
せ
て
い
る
横
軸
な
ら
び
に
縦
軸
の
意

味
を
解
説
し
て
お
き
た
い
。

横
軸
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
価
値

軸
は
、
①
仕
事
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
⑨
社
内

外
を
隔
て
る
壁
、
③
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性
、
⑥

雇
用
の
ス
タ
ン
ス
、
④
給
与
と
評
価
の
相
関
、

と
い
う
5
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
価
値
軸
に

2
2
8
社
の
位
置
関
係
を
表
す

【
i
┃
M
a
p
】を
作
る
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ネ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
系

●
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
貢
献
を
引
き

出
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

●
人
事
は
、
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
採

用
・
能
力
開
発
に
関
し
て
主
導
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
る

●
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
志
向
が
強
い

●
結
果
よ
り
も
仕
事
の
手
続
き
を
重
視
し

て
い
る

●
組
織
の
壁
が
低
い
た
め
、
転
職
し
て
も

会
社
と
の
関
係
性
を
維
持
し
や
す
い

ザ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
系

●
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
貢
献
を
引
き

出
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

●
自
律
的
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ
に
な

る
こ
と
を
、
社
員
に
強
く
期
待
し
て
お
り
、

か
つ
職
務
主
義
的
な
傾
向
が
強
い

●
業
績
上
位
者
に
最
適
化
さ
れ
た
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
志
向
し
て
お
り
、
育
成
投
資

も
特
定
層
に
重
点
的
に
行
っ
て
い
る

●
手
続
き
よ
り
も
結
果
が
重
視
さ
れ
る
こ

と
が
多
い

ス
ー
パ
ー
フ
ラ
ッ
ト
系

●
社
員
の
採
用
や
育
成
は
、
現
場
が
主
導

的
に
行
っ
て
い
る

●
雇
用
よ
り
も
業
績
維
持
を
重
視
す
る
た

め
、
業
績
次
第
で
リ
ス
ト
ラ
や
採
用
数
の

抑
制
を
実
施
す
る

●
能
力
主
義
的
な
傾
向
が
強
い

●
教
育
と
い
う
仕
組
み
で
は
な
く
、
環
境

と
い
う
場
が
、
人
を
育
て
る
と
考
え
る
傾
向

が
強
い

ニ
ュ
ー
バ
リ
ュ
ー
系

●
知
識
創
造
的
な
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、

社
員
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

●
処
遇
は
や
や
成
果
主
義
的
で
あ
る

●
必
要
に
応
じ
て
人
材
の
外
部
調
達
を
行

っ
て
い
る

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
系

●
社
員
の
採
用
や
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
開
発

は
、
現
場
が
主
導
的
に
行
っ
て
い
る

●
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向
が
強
い
が
、
業
務
自

体
は
知
識
創
造
的
な
も
の
が
多
い

●
非
常
に
成
果
主
義
的
で
あ
る
と
同
時
に
、

雇
用
維
持
よ
り
も
業
績
の
向
上
を
重
視
し

て
い
る

●
必
要
な
人
材
は
、
外
部
調
達
で
賄
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る

フ
ロ
ン
ト
ド
ラ
イ
ブ
系

●
人
材
を
資
源
と
し
て
考
え
る
傾
向
が
非

常
に
強
く
、
そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
る

●
結
果
主
義
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
手
続

き
は
重
視
さ
れ
な
い

●
組
織
の
壁
が
非
常
に
高
く
、
転
職
す
る

と
会
社
と
の
関
係
は
途
切
れ
や
す
い

●
採
用
や
育
成
に
際
し
て
は
、
風
土
や
価

値
観
の
相
性
を
比
較
的
重
視
し
て
い
る

ト
ラ
ッ
ド
21
系

●
採
用
・
教
育
の
主
導
権
は
人
事
が
掌
握

し
て
い
る

●
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向
が
非
常
に
強
く
、
処

遇
も
能
力
主
義
で
決
定
さ
れ
る

●
人
材
の
代
替
可
能
性
が
高
く
、
能
力
開

発
も
一
律
で
あ
る

●
業
績
よ
り
も
、
雇
用
維
持
を
非
常
に
強

く
意
識
し
て
い
る

●
採
用
や
育
成
に
際
し
て
は
、
風
土
や
価

値
観
の
相
性
を
非
常
に
重
視
す
る

ス
タ
イ
ル
系

●
人
事
は
、
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
お
よ

び
採
用
・
能
力
開
発
に
対
し
て
非
常
に
主

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

●
業
績
の
向
上
よ
り
も
雇
用
維
持
を
重
視

し
て
お
り
、
毎
年
一
定
数
の
計
画
的
新
卒

採
用
を
行
っ
て
い
る

●
仕
事
の
手
続
き
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、

能
力
主
義
的
な
処
遇
を
行
っ
て
い
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
系

●
人
材
を
資
源
と
し
て
考
え
て
お
り
、
そ
れ

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

●
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向
が
強
い

●
業
績
中
位
者
を
重
視
し
て
お
り
、
評
価

が
低
く
て
も
あ
ま
り
報
酬
は
下
が
ら
な
い

●
業
績
低
迷
者
の
淘
汰
は
あ
ま
り
起
こ
ら

な
い

●
内
部
育
成
指
向
で
、
教
育
を
重
視
す
る

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
系

●
採
用
・
育
成
に
お
い
て
自
社
の
価
値

観
・
風
土
を
あ
ま
り
重
視
し
て
お
ら
ず
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
業
務
遂
行
能
力
を
重
視

し
て
い
る

●
そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
全
体
平
均
に
近
い
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人材マネジメントを視覚化する

マ
ッ
プ
の
左
半
分
は
、
私
の
造
語
で
「
個
力
」

と
い
う
個
人
の
力
に
依
存
す
る
企
業
が
並
ん
で
い

ま
す
。
対
す
る
右
側
は
組
織
が
経
営
の
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
企
業
群
で
す
。
教
育
面
で
も
、
左
側

は
す
で
に
持
っ
て
い
る
能
力
を
基
礎
に
し
た
自
律

型
能
力
開
発
、
右
側
は
組
織
と
し
て
の
育
成
が
主

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
産
業
の
発
展
段
階
と

い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
右
側
は
少
品
種
大
量
生

産
が
さ
か
ん
だ
っ
た
時
代
に
出
来
上
が
っ
た
官
僚

的
な
組
織
、
左
側
は
ソ
フ
ト
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
の

時
代
に
最
も
適
合
す
る
非
官
僚
的
組
織
と
い
う
感

じ
も
し
ま
す
。

別
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
左
側
よ
り
右
側
の
ほ

う
が
歴
史
の
古
い
、
し
か
も
規
模
も
大
き
な
企
業

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、

組
織
の
論
理
が
働
き
出
し
、
市
場
や
顧
客
を
見
る

よ
り
も
、
内
部
の
最
適
化
を
重
視
す
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
左
側
は
欧
米
な

ど
の
外
資
系
が
目
に
つ
き
、
右
側
は
日
本
企
業
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
個
人
を
前
面
に
出
す
欧

米
系
と
組
織
力
で
勝
負
す
る
日
本
企
業
と
、
両
者

の
特
色
が
出
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
、
私
は
中
国
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
着
目
し
て
い
る
の
で
す
が
、
家
電
を
中
心
に
し

た
中
国
企
業
は
、
マ
ッ
プ
で
い
う
左
上
の
象
限
に

位
置
し
ま
す
。
ハ
イ
ア
ー
ル
（
海
爾
）
に
し
て
も

ギ
ャ
ラ
ン
ツ
（
格
蘭
仕
）
に
し
て
も
、
少
品
種
大

量
生
産
の
メ
ー
カ
ー
で
、
同
業
の
日
本
企
業
の
例

で
い
け
ば
右
側
の
象
限
に
来
そ
う
で
す
が
、
I
T

な
ど
を
十
分
に
活
用
で
き
る
時
代
に
誕
生
し
た
組

織
な
の
で
、
組
織
の
あ
り
方
が
違
う
の
で
す
。

中
国
人
は
も
と
も
と
非
常
に
独
立
志
向
が
強
い

人
た
ち
で
す
。
台
湾
や
韓
国
も
同
じ
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
人
を
う
ま
く
活
用
す
る
た
め
に
、

個
人
の
仕
事
を
し
っ
か
り
切
り
分
け
て
、
独
立
自

営
に
近
い
働
き
方
を
さ
せ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い

ま
す
。

昨
今
の
日
本
で
も
、
統
計
的
な
把
握
は
難
し
い

の
で
す
が
、
独
立
自
営
の
人
が
増
え
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
一
定
の
割
合
で
い

た
は
ず
の
人
で
す
が
、
組
織
を
出
る
こ
と
の
リ
ス

ク
が
大
き
く
、
な
か
な
か
一
歩
を
踏
み
出
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
情
報
化
や
知
識
経
済
化

が
進
み
、
組
織
に
属
す
る
こ
と
が
最
善
の
選
択
で

は
な
い
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
は
顧
客
や
市
場
の
動
き
を
見
て
仕
事
を
す
る

人
を
「
外
向
き
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」、
組
織
の
論
理
や

上
司
の
い
う
こ
と
に
敏
感
に
反
応
す
る
人
を
「
内

向
き
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
左
側

が
外
向
き
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
い
象
限
、
右
側
は

内
向
き
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
い
象
限
で
す
。
右
側

と
左
側
で
は
、
呼
称
は
同
じ
制
度
で
も
、
中
身
が

異
な
る
。
例
え
ば
同
じ
成
果
主
義
で
も
、
左
側
は

絶
対
評
価
の
市
場
連
動
型
、
右
側
は
相
対
評
価
で
、

限
ら
れ
た
資
源
を
配
分
し
て
い
く
と
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
。

今
後
、
個
人
の
力
＝
個
力
が
企
業
の
力
を
決
定

的
に
左
右
す
る
時
代
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
合
の
個
人
と
は
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、

社
内
外
を
問
わ
ず
、
豊
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

な
が
っ
た
存
在
で
す
。
右
側
の
、
よ
り
官
僚
的
な

組
織
は
、
個
力
を
発
揮
さ
せ
る
の
が
難
し
い
気
が

し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
別
会
社
化
を
進
め
る
な
ど

の
方
策
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
事
は
こ
の
マ
ッ
プ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
、

で
す
が
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業
の
中
で

自
社
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
な
る
企
業
を
探
し
て
研

究
す
る
と
い
う
使
い
方
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

近
接
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ら
と
も
か
く
、
距
離
が
遠

い
グ
ル
ー
プ
に
い
る
企
業
同
士
は
、
鳥
と
魚
と
い

っ
た
別
種
の
生
き
物
同
士
で
し
ょ
う
か
ら
参
考
に

し
に
く
い
で
し
ょ
う
。

中
国
企
業
は
ど
こ
に
い
く
？

外
向
き
か
、
内
向
き
か

さ
ら
に
、
横
軸
・
縦
軸
以
外
に
、
企
業
の

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
特
徴
づ
け
る
根
拠
が
な
い

か
、
い
く
つ
か
の
指
標
で
確
認
し
て
み
た
。
ま

ず
は
業
種
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
い
え
ば
規
則

性
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ご
覧
の
通
り
、
特
定

の
業
種
が
固
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
ら
れ
な

い
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
は
業
種
に
よ
っ

て
類
似
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
例

え
ば
自
動
車
業
界
で
あ
れ
ば
、
今
回
、
5
社

か
ら
ご
回
答
い
た
だ
い
た
が
、
右
端
、
左
端
の

2
社
を
筆
頭
に
全
体
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
電
気
・
電
子
分
野
で
は
、
社

数
も
多
か
っ
た
が
、
散
ら
ば
り
も
全
体
的
で
あ

る
。次

に
、
外
資
系
企
業
か
ど
う
か
と
い
う
観

点
で
あ
る
。
外
資
系
に
は
若
干
特
徴
が
見
ら

れ
た
。
横
軸
で
は
左
の
セ
ル
フ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ド
ラ
イ
ブ
方
向
に
、
縦
軸
で
は
上
の
分
権

型
デ
ザ
イ
ン
方
向
に
寄
っ
て
い
る
傾
向
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

し
た
外
資
系
企
業
の
特
徴
と
し
て
、
分
権
型

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
外
部
労
働
市
場
志
向
と
が

あ
り
、
そ
の
傾
向
が
強
く
出
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

設
立
年
別
に
も
少
し
差
が
見
ら
れ
た
。
設

立
年
別
に
5
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
見
る
と
、
1

9
0
0
年
以
前
に
設
立
創
業
さ
れ
た
企
業
群

は
右
側
寄
り
に
分
布
し
て
お
り
、
現
在
に
近

く
な
る
ほ
ど
、
左
側
寄
り
の
分
布
へ
と
移
動
し

て
い
る
（
図
表
4
）。
設
立
し
た
時
代
を
支
配

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ
た
個
力
の
強
い
組
織
が
勝
つ

太
田
肇
氏
（
同
志
社
大
学
政
策
学
部
教
授
）

調
査
を
こ
う
見
る
①

おおた・はじめ
同志社大学政策学部教
授
三重大学、滋賀大学など
を経て、2004年から現職。
専攻は組織論。著書に、
『プロフェッショナルと組
織』（同文舘出版）、『「個
力」を活かせる組織』（日
本経済新聞社）、『「外向
きサラリーマン」のすすめ』
（朝日新聞社）など多数。

業
種
、
資
本
の
別

さ
ら
に
設
立
年
で
も
分
析
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す
る
通
性
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、
東
京
大

学
の
岩
井
克
人
教
授
の
論
に
答
え
を
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
産
業
資
本
主
義
か
ら
ポ
ス
ト

産
業
資
本
主
義
へ
の
変
遷
に
伴
っ
て
、
人
に

関
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
教
授

は
論
じ
て
い
る
。
50
年
代
、
60
年
代
の
高
度

成
長
期
＝
産
業
資
本
主
義
時
代
を
支
配
し
た

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
と
、
80
年
代
以
降

の
ポ
ス
ト
産
業
資
本
主
義
時
代
を
支
配
し
た

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
の
差
が
こ
こ
に
表
れ

て
い
た
の
だ
。

i
│

M
a
p
の
2
つ
の
軸
は
、
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
支
配
す
る
10
の
「
価
値
軸
」
か
ら
な

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
比
喩
で
い
え
ば
、
組
織

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
つ
か
さ
ど
る
Ｏ
Ｓ
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
と
異
な

る
の
は
、
こ
の
Ｏ
Ｓ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や

再
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
丸
ご
と
行
う
の
が
容
易
で

は
な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
相

当
の
労
力
と
コ
ス
ト
、
時
間
が
か
か
り
、
な
に

よ
り
も
リ
ス
ク
が
大
き
い
。

横
軸
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
同
志
社
大

学
の
太
田
肇
教
授
、
山
口
大
学
の
内
田
恭
彦

助
教
授
か
ら
興
味
深
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
こ
こ
で
は
縦
軸
の
読
み
方
を
書
き
た

い
。組

織
デ
ザ
イ
ン
を
表
し
て
い
る
縦
軸
は
、
人

材
観
を
表
し
て
い
る
横
軸
の
よ
う
に
歴
史
的

要
因
や
企
業
の
独
自
性
に
縛
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
戦
略
的
な
設
計
次
第
で
、

【
i
┃
M
a
p
】を
ど
う
読
み

い
か
に
活
用
す
る
か

【図表4】企業の設立年別で見たi━Map
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人材マネジメントを視覚化する

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
移
動
は
可
能
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

今
回
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
企
業
に
自
社

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
感
想
を
聞
い

た
の
だ
が
、
そ
の
中
で
、「
縦
軸
上
の
位
置
を

意
識
的
に
動
か
し
て
き
た
」
と
判
断
で
き
る
コ

メ
ン
ト
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
も
う
一
度
縦
軸
の
意
味
を
確
認
し

て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
価
値
軸
⑤
「
業
務
設
計

思
想
」、
同
⑦
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
責
任
」、
同

⑧
「
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
」、
同
②
「
本
社
人
事

部
の
関
与
」、
同
⑩
「
人
材
調
達
の
考
え
方
」

と
い
う
5
つ
の
意
味
を
内
包
し
て
い
る
。

今
、
経
営
・
人
事
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
こ
の
縦
軸
上
の
問
題
が
か
な
り
多
い
。
た

と
え
ば
、
外
資
系
企
業
は
一
般
的
に
事
業
分

権
が
進
み
、事
業
ト
ッ
プ
に
そ
の
事
業
の
人
事
、

組
織
の
全
権
限
を
委
譲
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
が
、
今
、
上
級
管
理
職
層
に
つ
い
て
は
、

後
継
者
の
発
掘
・
育
成
、
任
用
を
全
社
的
視

点
で
行
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
縦
軸
上
で

上
か
ら
下
の
動
き
と
い
え
る
。

一
方
、
多
く
の
日
本
企
業
で
は
、
こ
の
15

年
ほ
ど
の
間
、
事
業
の
自
律
性
、
責
任
性
を

強
め
る
動
き
が
と
ら
れ
た
。
カ
ン
パ
ニ
ー
制
な

ど
が
こ
の
顕
著
な
例
で
、
こ
れ
は
下
か
ら
上
の

方
向
性
だ
。
ま
た
、
結
果
重
視
を
強
め
る
（
＝

上
へ
の
方
向
性
）
企
業
も
あ
れ
ば
、
ウ
ェ
イ
や

バ
リ
ュ
ー
、
理
念
な
ど
に
基
づ
く
行
動
規
範
＝

手
続
き
を
強
め
る
こ
と
（
＝
下
へ
の
方
向
性
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
軸
と
し
て
の
縦
軸

再
検
討
が
常
に
必
要

マ
ッ
プ
の
左
側
は
個
人
軸
、
右
側
は
組
織
軸
が

強
い
企
業
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
両
者
は
単
純
な

優
劣
関
係
に
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
横
軸

の
様
々
な
箇
所
に
業
績
の
よ
い
企
業
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
私
の
印
象
で
は
、
左
側
に
サ
ー
ビ
ス
業
、

右
側
に
製
造
業
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
か
ら
考
え
れ
ば
当
然
で

す
。
左
側
の
サ
ー
ビ
ス
業
各
社
は
大
量
の
営
業
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
抱
え
、
彼
ら
に
権
限
委
譲
し
、

企
業
の
基
本
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
顧
客
に
最
適
の

形
に
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
大
量
の
営
業
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
を
図
り
な
が

ら
彼
ら
の
個
人
的
な
知
的
努
力
で
顧
客
価
値
を
高

め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
個
人
側
に
企
業
運
営
の

軸
を
置
く
の
が
合
理
的
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
右
側
に
多
い
製
造
業
は
、
組
織
全
体
で

製
品
を
作
り
上
げ
、
成
果
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
り
の
失
敗
の
影
響
が
全
体
に
及
び
ま
す
。
例

え
ば
自
動
車
で
は
、
電
気
系
統
の
欠
陥
ひ
と
つ
で

車
全
体
の
商
品
価
値
を
毀
損
し
て
し
ま
い
ま
す
。

組
織
側
に
軸
を
置
く
合
理
性
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

昨
今
、
ど
の
企
業
に
も
通
用
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

思
う
の
は
、
逆
に
、「
優
れ
た
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
意

図
し
て
育
て
る
こ
と
」
の
重
要
性
で
す
。

今
日
の
よ
う
な
変
化
の
時
代
に
は
企
業
も
絶
え

ず
変
革
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
企
業

は
、
戦
略
変
更
し
、
そ
れ
に
必
要
な
人
材
を
外
部

労
働
市
場
か
ら
獲
得
し
企
業
変
革
を
行
い
ま
す

が
、
多
く
の
日
本
企
業
は
企
業
内
部
に
様
々
な
競

争
力
あ
る
知
的
資
産
（
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
）

を
蓄
積
し
、
環
境
に
合
わ
せ
て
そ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
で
行
い
ま
す
。
競
争
力
あ
る
知
的
資
産
を
そ

の
時
々
の
環
境
に
応
じ
他
の
内
外
資
産
と
再
結
合

さ
せ
、
新
た
な
時
代
に
も
競
争
力
あ
る
素
晴
ら
し

い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
に
提
供
す
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
知
識
の
再
活
用
は
、
当
該
企
業
の
強

み
・
弱
み
を
把
握
し
、
内
部
に
あ
る
企
業
特
殊
的

な
キ
ー
マ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
精
通
し
た
、
信

頼
さ
れ
る
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
り
な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
る
知
識
再
活

用
を
企
業
の
持
続
的
発
展
の
要
件
と
し
、
ゼ
ネ
ラ

リ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
知
識
が
先
の
よ
う
な
企
業

特
殊
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
、
組

織
運
営
は
彼
ら
の
育
成
の
た
め
に
組
織
側
に
軸
足

を
置
い
た
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

レ
イ
ブ
と
ウ
ェ
ン
ガ
ー
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
教

育
研
究
者
が
「
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
た
学
習
」
と

い
う
概
念
を
唱
え
て
い
ま
す
。
学
習
と
は
、
学
習

者
が
1
対
1
で
教
育
者
か
ら
何
か
を
教
え
込
ま
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
実
践
共
同
体
に
参
加
し
、

様
々
な
情
報
を
享
受
し
な
が
ら
、
自
分
を
取
り
巻

く
様
々
な
環
境
に
順
応
し
て
い
く
過
程
そ
の
も
の

だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
学
習
者
は
、「
正
統
性
」

を
付
与
さ
れ
た
上
で
、
そ
の
場
に
入
っ
て
い
き

（
正
統
的
周
辺
参
加
）、
実
践
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、

そ
の
中
で
組
織
独
自
の
文
化
や
、
ど
ん
な
人
が
優

秀
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
争
い

が
あ
る
か
、
な
ど
を
自
ら
学
ん
で
い
く
の
で
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
と
、
右
側

の
製
造
業
で
は
、
正
社
員
と
い
う
形
で
毎
年
、
多

く
の
学
卒
者
な
ど
を
採
用
し
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ

し
く
正
統
的
周
辺
参
加
で
す
。
彼
ら
は
O
J
T
を

基
礎
に
、
様
々
な
部
署
を
経
験
し
、
多
様
な
も
の

の
見
方
を
身
に
つ
け
、
企
業
の
中
核
人
材
と
し
て

の
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
組
織

の
こ
と
を
知
り
尽
く
し
た
上
で
、
環
境
を
読
み
、

新
た
な
知
識
再
活
用
を
行
う
。
こ
れ
が
日
本
の
製

造
業
の
教
育
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。

マ
ッ
プ
上
で
、
右
側
に
完
全
に
寄
り
す
ぎ
る
と
、

組
織
が
官
僚
化
し
、
硬
直
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

逆
に
、
左
側
に
寄
り
す
ぎ
て
も
、
知
識
の
蓄
積
や

シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
組
織

の
体
を
な
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
中
央
付

近
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
キ
ヤ
ノ
ン
と
い
っ
た
日
本

を
代
表
す
る
優
良
企
業
が
あ
る
の
は
、
ゼ
ネ
ラ
リ

ス
ト
が
組
織
の
こ
と
を
知
り
尽
く
し
た
上
で
、
そ

こ
に
個
人
の
意
思
を
入
れ
、
知
識
再
活
用
に
よ
る

不
断
の
革
新
を
起
こ
す
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
知
識
再
活
用

官
僚
化
と
個
人
商
店
の
狭
間
で

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト（
組
織
人
間
）養
成
の
重
要
性

内
田
恭
彦
氏
（
山
口
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
助
教
授
）

調
査
を
こ
う
見
る
②

うちだ・やすひこ
山口大学経済学部経営
学科助教授
1962年生まれ。89年慶
應義塾大学大学院社会
学研究科修士課程修了。
専門は組織論、組織行
動論。ワークス研究所主
任研究員を経て、2004
年神戸大学大学院経営
学研究科助教授。2006
年より現職。
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を
意
識
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

縦
軸
上
の
位
置
は
常
に
再
検
討
が
必
要
だ
と

い
え
る
。

今
回
の
調
査
・
分
析
で
、
12
の
価
値
軸
、

10
の
グ
ル
ー
プ
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
価
値
軸
の
構
成
が
す

べ
て
合
理
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
た
と
え
ば
、
ネ
オ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
系
を
見
て
み
る
と
、
セ
ル
フ
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ
で
集
権
型
デ
ザ
イ
ン
で

あ
る
。
個
人
の
意
思
を
強
く
尊
重
し
、
プ
ロ
志

向
が
強
い
一
方
で
、
手
続
き
重
視
、
人
事
が

事
業
に
積
極
的
に
関
与
し
、
キ
ャ
リ
ア
の
責

任
も
人
事
が
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ

れ
は
一
見
矛
盾
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
る

が
、
実
は
企
業
独
自
の
仕
事
の
進
め
方
や
、

強
い
価
値
観
の
共
有
な
ど
の
手
続
き
を
身
に

つ
け
さ
せ
、
よ
り
早
く
、
よ
り
効
率
的
に
プ
ロ

を
生
み
出
す
こ
と
を
経
験
則
的
に
把
握
し
て

い
る
か
ら
だ
と
い
え
よ
う
。

新
た
な
人
事
制
度
や
施
策
を
導
入
し
た
り
、

改
革
し
た
り
す
る
際
に
、「
12
の
価
値
軸
」
そ

れ
ぞ
れ
に
基
づ
き
、
ど
ち
ら
の
方
向
へ
向
か
お

う
と
し
て
い
る
の
か
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
そ
れ
を
行
う
際
に
は
、
戦
略
と
の
整
合
性

だ
け
で
は
判
断
せ
ず
、
自
社
の
歴
史
や
経
験

に
鑑
み
、
見
た
目
の
矛
盾
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を

積
極
的
に
飲
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
「
自
社
ら
し
さ
」
を
実
現
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
。

●

今
回
の
調
査
分
析
の
成
果
は
、
ひ
と
え
に
、

極
め
て
多
忙
な
時
期
に
本
調
査
に
ご
回
答
い

た
だ
い
た
2
2
8
社
の
人
事
責
任
者
の
皆
様

の
お
か
げ
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ッ
プ
へ
の
社
名

の
公
開
を
御
快
諾
い
た
だ
い
た
27
社
の
皆
様

に
は
特
に
感
謝
の
念
に
絶
え
ま
せ
ん
。
皆
様
の

お
許
し
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
i
│

M
a
p
の

分
析
が
日
の
目
を
浴
び
、
意
味
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
i
│

M
a
p
が
、
き
っ
と
「
一
人
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
働
け
る
次
世
代
の
組
織
」

の
創
造
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
結
び
の

言
葉
に
か
え
る
。

調
査
を
こ
う
見
る
③

私
が
、
今
回
の
調
査
と
同
じ
よ
う
に
人
事
の
観

点
か
ら
ア
メ
リ
カ
企
業
を
2
次
元
の
地
図
上
で
表

す
と
し
た
ら
、
ひ
と
つ
に
は
「
雇
用
保
証
の
安
定

性
」
と
い
う
横
軸
を
設
定
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
非

典
型
労
働
者
を
活
用
す
る
の
か
、
長
期
的
で
安
定

し
た
雇
用
関
係
を
築
く
の
か
、
を
表
す
軸
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
軸
は
、「
企
業
が
従
業
員
に
報
酬
を

ど
の
よ
う
に
与
え
る
の
か
」
を
表
す
縦
軸
で
す
。

個
人
単
位
で
報
酬
を
与
え
る
の
か
、
集
団
（
事
業

部
門
だ
け
で
な
く
組
織
全
体
）
に
報
酬
を
与
え
る

の
か
（
例
え
ば
、
社
員
全
員
に
利
益
の
1
割
を
与

え
る
）
を
表
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
企
業
全
体
を
概
観
す
る
と
、
明
ら
か

に
右
側
、
つ
ま
り
、
非
典
型
労
働
者
の
活
用
を
重

視
す
る
企
業
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
縦
軸
上
で
は
、

そ
ん
な
に
大
き
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

個
人
報
酬
を
重
視
す
る
企
業
も
、
集
団
報
酬
を
重

視
す
る
企
業
も
、
ど
ち
ら
も
同
程
度
、
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
1
9
9
8
年
に
、T

he
H
um

an
E
q
uatio

n

:B
uild

ing
P
ro
fits

B
y
P
utting

P
eo

p
le

F
irst

（
邦
題
『
人
材
を
生
か
す
企
業
』
ト
ッ
パ
ン
）
と
い

う
著
書
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
、
企
業
収
益
を
高

め
る
た
め
の
人
事
施
策
と
し
て
、
①
雇
用
の
保
証
、

②
徹
底
し
た
採
用
、
③
自
己
管
理
チ
ー
ム
と
権
限

の
委
譲
、
④
高
い
成
功
報
酬
、
⑤
幅
広
い
社
員
教

育
、
⑥
待
遇
の
平
等
化
、
⑦
業
績
情
報
の
共
有
と

い
う
7
つ
を
挙
げ
ま
し
た
。
社
員
は
競
争
優
位
の

源
で
あ
る
と
考
え
る
企
業
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
7

つ
の
施
策
を
何
ら
か
の
形
で
行
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。

現
時
点
で
は
、
①
に
関
し
て
だ
け
「
長
期
的
な

雇
用
関
係
」
に
改
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
雇
用
の
保
証
」
と
「
長
期
的
な
雇
用
関
係
」
は
、

人
材
を
で
き
る
だ
け
長
い
時
間
、
会
社
に
引
き
留

め
る
と
い
う
意
味
で
は
似
て
い
ま
す
が
、
本
質
的

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

前
者
は
、
景
気
変
動
な
ど
、
個
人
の
責
任
と
は

無
関
係
の
要
因
で
解
雇
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、

と
い
う
意
味
で
す
。
後
者
は
、「
企
業
が
そ
の
人
を
、

長
く
働
い
て
ほ
し
い
、
か
け
が
え
の
な
い
人
材
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
組
織
に

対
す
る
不
信
感
や
疎
外
感
を
感
じ
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
も
の
な
の
で

す
。
逆
に
「
長
期
的
な
雇
用
関
係
」
を
志
向
し
な

い
企
業
な
ら
、
手
厚
い
教
育
投
資
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
行
う
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。
最
近
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
実
施
さ
れ
た

鍵
を
握
る「
長
期
的
な
雇
用
関
係
」

自
社
の「
ら
し
さ
」を

組
み
込
む

「
雇
用
保
証
」と「
報
酬
の
与
え
方
」と
い
う
軸
で

ア
メ
リ
カ
企
業
を
2
次
元
マ
ッ
プ
に
表
す

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
フ
ェ
フ
ァ
ー
氏
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
経
営
大
学
院
教
授
）
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人材マネジメントを視覚化する

多
く
の
調
査
で
は
、
多
く
の
社
員
が
企
業
に
対
し

て
大
き
な
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
が
「
短
期
的
な
雇
用

関
係
」
を
望
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
腎
臓
透
析
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
行
う
ダ
ヴ
ィ
ー
タ
（
＝D

aV
ita

、

本
社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
セ
グ
ン
ド
）
と
い
う

企
業
で
す
。
株
主
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
、
社
員
の
離

職
率
も
高
く
、
1
9
9
0
年
代
末
に
は
破
産
状
態

だ
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
出

身
の
現
・
C
E
O
が
経
営
の
建
て
直
し
に
成
功

し
、
2
億
ド
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
時
価
総
額
が
50

億
ド
ル
を
突
破
、
社
員
の
離
職
率
が
50
％
も
減
り

ま
し
た
。
こ
の
成
功
の
要
因
は
、
社
内
の
人
間
す

べ
て
が
、
自
社
の
復
活
と
成
功
に
、
個
人
的
な
感

情
の
レ
ベ
ル
ま
で
完
全
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
組
織
を

作
り
上
げ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
ダ
ヴ
ィ
ー

タ
は
単
な
る
会
社
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

い
う
考
え
が
徹
底
し
て
い
ま
す
。
社
員
は
チ
ー
ム

メ
イ
ト
、
あ
る
い
は
市
民
（citizen

）
と
呼
ば
れ
、

「
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
会
社
を
ビ
レ
ッ
ジ
（
村
）

と
考
え
て
い
る
」
と
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
が
話

す
く
ら
い
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
義
務

と
責
任
を
共
有
す
る
た
め
、「
ひ
と
り
は
み
ん
な
の

た
め
に
、
み
ん
な
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
と
い
う

「
三
銃
士
」
か
ら
と
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
共
有
さ

れ
て
い
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
医
療
費
な
ど
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
に
経
済
的
な
ニ
ー
ズ
が
生
じ
た
場
合
に
備

え
て
、
全
員
の
寄
付
金
で
成
り
立
つ
ダ
ヴ
ィ
ー

タ
・
ビ
レ
ッ
ジ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
基
金
も

あ
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
ダ
ヴ
ィ
ー
タ
は
先
に
挙
げ
た
7
つ
の
施
策

を
す
べ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
私
の
2
次
元
マ
ッ
プ

で
は
、
長
期
雇
用
を
重
視
し
、
報
酬
は
集
団
向
け
、

と
い
う
象
限
に
位
置
し
ま
す
。

同
じ
象
限
に
位
置
す
る
ア
メ
リ
カ
企
業
は
多
く

な
い
の
が
現
実
で
す
。

究
極
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

ジェフリー・フェファー
Jeffrey Pfeffer
スタンフォード大学経営大学院教授
専門分野は組織行動。カーネギーメロ
ン大学で管理経営科学の理学士号と
工業経営の理学修士を取得。スタンフ
ォード大学大学院で経営学博士号を取
得。その後、イリノイ大学、カリフォルニ
ア大学、ハーバード大学ビジネススク
ールを経て現在に至る。日本では『隠
れた人材価値－好業績を続ける組織
の秘密』（翔泳社）の著者として有名。
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ネオ
コミュニティ

系

ネオコミュニティ系の12の価値軸スコア

仕事のイニシアティブ
本社人事部の関与
キャリアの方向性
給与と評価の相関
業務設計思想
雇用のスタンス
キャリア開発の責任
仕事のスタイル
社内外を隔てる壁
人材調達の考え方
人事制度の基本思想
人材の育成思想

個人意思尊重
部門委任

プロフェッショナル志向
給与は下がる

個力を活かす設計
経営環境志向
個人にある
結果志向
壁が低い

外部調達志向
能力主義

環境が人を育てる

組織意思尊重
人事積極関与
ゼネラリスト志向
給与は下がらない
役割重視の設計
安定志向
組織にある
手続き志向
壁が高い
内部育成志向
職務主義
教育が人を育てる
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リ
ク
ル
ー
ト
の
ポ
リ
シ
ー
の
ひ
と
つ
に
「
す
べ

て
は
顧
客
接
点
か
ら
」
が
あ
り
ま
す
。
情
報
誌
ビ

ジ
ネ
ス
は
模
倣
さ
れ
や
す
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

リ
ク
ル
ー
ト
の
サ
ー
ビ
ス
が
顧
客
か
ら
支
持
い
た

だ
け
る
の
は
、
例
え
ば
、
結
婚
式
場
と
い
う
顧
客

に
、「
こ
う
し
た
ら
、（
結
婚
式
を
こ
れ
か
ら
挙
げ

よ
う
と
す
る
）
お
客
様
が
も
っ
と
喜
び
ま
す
よ
」

と
い
う
提
案
を
出
し
続
け
ら
れ
る
人
間
が
多
数
い

て
、
会
社
側
も
そ
う
い
う
人
材
に
対
す
る
支
援
を

惜
し
ま
な
い
か
ら
で
す
。

「
個
人
意
思
尊
重
」
の
ス
コ
ア
が
高
く
出
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、「
わ
が
ま
ま
を
聞
く
」
と
い
う
意

味
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
基
本
は
あ
く
ま
で
顧

客
で
あ
り
、「
顧
客
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
こ

れ
を
し
た
い
」
と
い
う
意
思
を
尊
重
す
る
と
い
う

意
味
で
す
。「
プ
ロ
志
向
が
強
い
」
と
も
出
て
い
ま

す
が
、
顧
客
を
向
い
て
仕
事
を
し
、
成
果
を
出
し
続

け
る
人
を
プ
ロ
と
み
な
す
な
ら
、
そ
の
通
り
で
す
。

リ
ク
ル
ー
ト
の
人
は
自
分
の
属
す
る
事
業
と
会

社
が
好
き
で
す
。
そ
れ
は
、
き
ち
ん
と
自
分
の
意

見
が
出
せ
て
、
個
々
の
事
業
に
参
画
し
て
い
る
感

じ
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
各
情
報

誌
を
自
分
が
創
刊
さ
せ
た
と
い
う
人
が
何
十
人
も

い
る
（
笑
）。
事
業
を
立
ち
上
げ
る
時
も
、「
こ
う

い
う
世
界
を
作
り
た
い
」
と
い
う
理
念
が
先
行
し

ま
す
。
そ
れ
を
〝
錦
の
御
旗
〞
と
し
、
共
感
し
て

く
れ
る
人
と
仕
事
を
し
ま
す
か
ら
、
社
員
か
、
そ

う
で
な
い
か
は
あ
ま
り
関
係
な
い
。
辞
め
た
人
と

も
す
ぐ
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
御
旗
も

顧
客
が
ベ
ー
ス
で
す
。
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
限
り
、

も
っ
と
も
っ
と
成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

会
社
が
好
き
な
社
員
た
ち

リクルート 執行役員
草原繁氏

外
資
系
や
社
歴
が
浅
い
企
業
な
ど
が
多
く
、

カ
タ
カ
ナ
名
が
目
立
つ
。
比
較
的
新
し
い
分

野
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
が
主
流
で
あ
る
。
個

人
の
意
思
を
尊
重
す
る
面
が
強
く
あ
る
も
の

の
、
各
人
の
能
力
開
発
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
機

会
の
提
供
と
い
っ
た
面
で
は
、
組
織
が
主
導

権
を
握
っ
て
い
る
。
あ
る
種
の
イ
ズ
ム
を
全
社

で
共
有
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
志
向
が
強

い
。
現
場
重
視
の
業
務
が
多
い
た
め
か
、
成

果
に
よ
っ
て
給
料
の
変
動
が
あ
る
。
内
外
を
隔

て
る
壁
は
低
い
開
放
的
な
組
織
で
あ
る
。

リ
ク
ル
ー
ト

顧
客
接
点
の
重
視
と

仕
事
へ
の
参
画
意
識
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る

各
企
業
群
の
性
格
と
企
業
別
コ
メ
ン
ト

先
に
明
ら
か
に
な
っ
た
企
業
群
の
特
徴
を
詳
し
く
解
説
し
、
群
ご
と
に
1
社
、
人
事
の
責
任
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
系
は
、ニ
ュ
ー
バ
リ
ュ
ー
系
の
亜
群
で
あ
る
と
認
識
し
、
企
業
の
数
自
体
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

内
外
を
隔
て
る
壁
の
低
さ

個
人
の
意
思
と
イ
ズ
ム
の
共
有

編
集
部
（
参
考『
2
0
1
5
年
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
こ
へ
行
く
？
』ワ
ー
ク
ス
研
究
所
）

図解

i━Map



17 Jun.-Jul.  2006

人材マネジメントを視覚化する

ザ・プロフェッショナル系

当
社
に
は
「
マ
キ
シ
ム
ズ
」
と
い
う
社
員
の
行

動
規
範
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
一
流
の
人
材

が
つ
く
る
一
流
の
チ
ー
ム
」「
行
動
者
の
方
が
、
カ

ッ
コ
イ
イ
」「
最
強
の
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
」
と
い

っ
た
言
葉
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ

リ
ッ
ト
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
そ
の
も
の
で
す
。

新
卒
の
合
宿
研
修
で
は
、
命
じ
ら
れ
も
し
な
い
の

に
、
こ
の
う
ち
気
に
入
っ
た
言
葉
を
紙
に
書
い
て
、

壁
に
張
っ
た
り
す
る
新
人
も
い
ま
す
。

社
長
の
藤
田
は
仕
事
の
成
果
に
対
し
て
非
常
に

厳
し
い
姿
勢
で
臨
み
ま
す
。
成
果
を
出
す
社
員
は

そ
れ
に
見
合
う
報
酬
を
約
束
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
社
員
の
プ
ロ
意
識
は
非
常
に

高
い
と
思
い
ま
す
。
給
料
は
職
務
給
と
い
う
よ
り

も
、
成
果
に
対
す
る
評
価
を
反
映
さ
せ
る
割
合
が

強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
起
業
家
精
神
の
発
揮
の
場

と
し
て
、
半
年
に
1
回
、
自
ら
が
事
業
責
任
者
に

な
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
事
業
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
人
に
仕
事
を
任
せ
る
傾
向
が
強
く
、
新

卒
入
社
2
年
目
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
る
人
間
も

ざ
ら
で
す
し
、
3
年
目
で
子
会
社
の
社
長
に
な
っ

た
人
間
も
い
ま
す
。
経
営
陣
が
よ
く
い
う
の
は
、

「
仕
事
の
報
酬
は
仕
事
」
と
い
う
こ
と
。
そ
う
な
る

と
、
よ
り
上
位
の
仕
事
が
任
さ
れ
ま
す
し
、
裁
量

権
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
成
長
し
な
い

限
り
、
仕
事
の
幅
は
広
が
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
が

原
因
で
辞
め
て
い
く
人
間
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。

あ
る
役
員
の
口
癖
は
「
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
外
せ
」。
会

社
は
急
成
長
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
伴
い
社

員
に
も
早
い
成
長
を
期
待
し
、
経
験
を
積
ま
せ
る

場
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

人
材
は
内
部
育
成
を
非
常
に
重
視
し
ま
す
。
他

の
ネ
ッ
ト
系
企
業
が
外
部
調
達
重
視
の
と
こ
ろ
が

多
い
の
と
対
照
的
で
す
。
人
数
比
率
で
見
れ
ば
、

新
卒
も
中
途
も
半
々
で
す
が
、
創
業
直
後
か
ら
新

卒
採
用
を
実
施
し
て
い
る
く
ら
い
、
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
現
在
6
5
0
人
い
る
社
員
の
う
ち
1
割

弱
が
新
卒
採
用
チ
ー
ム
に
所
属
し
ま
す
。
藤
田
自

ら
最
終
面
接
を
行
う
な
ど
、
と
に
か
く
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
材
の
採
用
と
育
成
、
活
性

化
が
企
業
の
競
争
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。

当
社
は
「
21
世
紀
を
代
表
す
る
会
社
を
つ
く
る
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
に
共
感

す
る
人
に
「
チ
ー
ム
・
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

の
一
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サイバーエージェント
人事本部　本部長
曽山哲人氏

組
織
よ
り
も
個
人
を
優
先
す
る
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
志
向
が
強
い
企
業
群
で
あ
る
。
そ

う
し
た
人
材
の
育
成
・
能
力
発
揮
に
向
け
て
、

合
理
的
な
組
織
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。
人

事
給
与
制
度
は
基
本
的
に
職
務
主
義
で
あ
る
。

人
事
部
門
は
大
き
な
方
針
の
決
定
に
は
関
与

す
る
も
の
の
、
社
員
の
評
価
・
育
成
は
現
場

に
権
限
を
委
譲
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
や
り
方

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
外
資
系
メ
ー
カ
ー
に
よ
く

見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
事
実
、
そ
う
し
た
企
業

が
こ
の
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
組
織
と
個
人

の
ド
ラ
イ
な
関
係
が
想
定
で
き
る
が
、
こ
と
は

そ
う
単
純
で
は
な
い
。
業
績
や
環
境
に
即
し
て
、

臨
機
応
変
に
人
員
計
画
を
設
計
し
て
い
く
と

い
う
雇
用
ス
タ
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
の
は
確
か

だ
が
、
人
材
活
用
の
基
本
は
、
内
部
育
成
・

内
部
登
用
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
織
を
離
れ
た

人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
風
土
を
持
つ
。

外
資
系
メ
ー
カ
ー
が
典
型

個
人
優
先
で
職
務
主
義

サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

一
流
の
人
材
が
つ
く
る
一
流
の
チ
ー
ム

新
卒
採
用
と
内
部
育
成
を
重
視

仕
事
の
報
酬
は
仕
事

２１
世
紀
を
代
表
す
る
会
社
に
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スーパーフラット系

わ
れ
わ
れ
の
今
の
組
織
構
造
は
ベ
ス
ト
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欠
点
の
な
い
も
の
を
選
ん
で

い
っ
た
ら
、
自
然
に
こ
う
な
っ
た
の
で
す
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
段
階
で
、
社
内
を
階
層
構
造
に
す
る
と

大
き
な
リ
ス
ク
が
生
じ
ま
す
。
中
間
管
理
職
の
末

端
に
は
限
ら
れ
た
優
秀
な
人
材
を
置
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
三
番
手
、
四
番
手
の
人
材
に
な

る
。
そ
う
な
る
と
、
後
か
ら
入
っ
て
き
た
新
人
を

潰
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
の
は
完
全
年
齢
序
列
の
組
織
で

す
。
年
次
を
逆
転
し
て
出
世
し
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
る
か
ら
、「
後
輩
を
育
て
よ
う
」
と
い
う
麗

し
い
気
持
ち
が
起
こ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
成
果
主
義
で
な
く

て
は
ま
わ
ら
ず
、
か
く
い
う
ワ
ー
ク
ス
も
そ
う
で

す
。
そ
う
い
う
組
織
で
も
、
後
か
ら
入
っ
た
人
間

が
自
分
を
踏
み
台
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
先
輩
は

面
白
く
な
く
て
後
輩
を
苛
め
て
し
ま
う
。
こ
う
な

る
と
、
優
秀
な
新
人
か
ら
最
初
に
辞
め
て
い
き
ま

す
。「（
学
校
時
代
の
）
優
秀
な
先
輩
が
辞
め
る
ひ

ど
い
会
社
だ
」
と
い
う
評
判
が
広
ま
り
、
採
用
市

場
で
も
評
判
が
失
墜
し
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ

り
な
が
ら
、
早
く
か
ら
階
層
構
造
の
会
社
に
は
こ

う
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
ワ
ー
ク
ス
は
フ
ラ
ッ
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
組
織
。
現
在
、
社
員
は
7
0
0
人
い
ま
す
が
、

中
間
管
理
職
は
存
在
せ
ず
、
私
と
あ
と
2
人
の
役

員
で
全
員
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
優
秀
な
若
手
が
上
に
潰
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

恐
ろ
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
で
き
る
こ
と
で
す
。

た
だ
ワ
ー
ク
ス
が
い
つ
ま
で
も
こ
の
位
置
に
い

る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
企

業
の
成
長
と
と
も
に
、
分
権
型
で
、
会
社
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
重
視
の
ほ
う
に
移
動
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

個
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
ほ
う
に
行
か
な

い
の
は
、
ワ
ー
ク
ス
が
さ
ら
に
成
長
し
、
仕
事
の

難
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
個
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
だ
け
で
は
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
難
し
く
な
る

か
ら
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
の
多
く
の
大
会

社
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
全
体
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

か
ら
派
生
し
て
個
人
が
な
す
べ
き
こ
と
が
決
ま
る

や
り
方
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

組
織
の
形
は
企
業
の
成
長
段
階
に
応
じ
て
変
わ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
時
、
ワ
ー

ク
ス
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
だ
け
不
変
な
も
の
と
い

え
ば
、「
優
秀
な
人
材
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
」
と
い

う
一
点
で
す
。
元
々
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め

の
会
社
な
ん
で
す
か
ら
。

ワークスアプリケーション
ズ　代表取締役　CEO
牧野正幸氏

こ
の
群
の
最
大
の
特
徴
は
「
小
さ
な
人
事
」

で
あ
る
。
採
用
の
決
定
権
、
人
材
育
成
の
主

導
権
な
ど
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核
部
分

を
人
事
部
門
が
握
ら
ず
、
各
部
門
に
大
き
く

委
ね
て
い
る
。

比
較
的
、
流
通
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
拠
点
の
分
社

化
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
想

像
さ
れ
る
。
流
通
業
で
な
く
て
も
、
カ
ン
パ
ニ

ー
制
を
敷
い
た
り
、
持
ち
株
会
社
の
下
で
多

数
の
事
業
会
社
を
運
営
し
た
り
と
い
っ
た
傾

向
が
強
い
。
組
織
を
い
く
つ
も
分
割
す
る
の
が

得
意
な
企
業
群
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
徹
底

し
た
分
権
制
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
新
た
な

人
材
の
需
要
が
発
生
し
た
時
は
、
外
部
の
労

働
市
場
か
ら
人
材
を
採
用
し
て
い
る
。

最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ

の
群
の
経
営
ト
ッ
プ
に
は
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
が

多
い
と
い
う
こ
と
だ
。

権
限
委
譲
が
進
ん
で
い
る

自
立
分
散
型
組
織

ワ
ー
ク
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

社
員
7
0
0
人
を
3
人
の
役
員
で
管
理

将
来
は
右
方
向
へ
移
動
か

若
手
の
成
長
が
早
い

組
織
形
態
は
変
わ
る
べ
き
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人材マネジメントを視覚化する

ニューバリュー系

昨
年
、
経
営
陣
の
顔
ぶ
れ
が
刷
新
さ
れ
、
現
在

の
ソ
ニ
ー
は
、
も
う
一
度
、
本
業
で
あ
る
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
他

社
と
違
っ
た
画
期
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
基
礎

に
し
た
魅
力
的
な
商
品
づ
く
り
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
、

ソ
ニ
ー
な
ら
で
は
の
人
の
使
い
方
が
大
き
な
鍵
を

握
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ソ
ニ
ー
は
、
井
深
大
と
い
う
天
才
的
な
経
営
者

が
、「
真
面
目
ナ
ル
技
術
者
ノ
技
能
ヲ
最
高
度
ニ

発
揮
セ
シ
ム
ベ
キ
自
由
豁
達
ニ
シ
テ
愉
快
ナ
ル
理

想
工
場
ノ
建
設
」（
設
立
趣
意
書
）
と
い
う
こ
と
で

作
っ
た
会
社
で
す
。
規
模
は
違
い
ま
す
が
、
こ
の

基
本
的
な
考
え
方
は
今
の
ソ
ニ
ー
に
も
し
っ
か
り

根
づ
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
新
入
社
員
で
も
、
で

き
る
人
材
に
は
最
初
か
ら
仕
事
を
任
せ
る
カ
ル
チ

ャ
ー
が
あ
り
、
年
齢
に
関
係
な
く
若
い
う
ち
か
ら

活
躍
で
き
る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。
働
く
側
も
、

自
分
が
い
い
と
思
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
根
気
よ
く
試

し
、
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
斬
新
で
面
白
い
商
品
が

で
き
る
か
、
絶
え
ず
問
い
か
け
ま
す
。
評
価
制
度

も
、
大
き
な
貢
献
を
し
た
人
に
報
い
ま
す
。
ま
さ

に
「
個
人
の
力
に
大
き
く
依
拠
し
た
業
務
設
計
」

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ソ
ニ
ー
と
い
う
会
社
は
、
業
界
に
先
駆
け
て
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
会
社
で
す
。
そ
こ

に
皆
さ
ん
が
共
感
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
逆

に
い
え
ば
、
大
き
な
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
。
確
か

に
ニ
ュ
ー
バ
リ
ュ
ー
系
な
ん
で
し
ょ
う
。
社
員
一

人
ひ
と
り
が
「
こ
う
や
り
た
い
」
と
い
う
意
志
を

持
っ
て
働
く
。
そ
れ
が
で
き
て
い
る
数
少
な
い
日

本
企
業
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
が
出
井
か
ら
中
鉢
に
代
わ
っ
て
、
基
本

的
な
人
事
の
考
え
方
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い
の
で

す
が
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
強
化
と
い
う
中
鉢

の
意
向
を
受
け
て
、
現
在
、
人
事
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
2
年
前
に
一
旦
な

く
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
専
門
職
制
度
を
今
年
の
5

月
か
ら
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
一
度
、
そ
れ
ま
で
の

専
門
職
制
度
を
廃
止
し
、
す
べ
て
の
職
種
を
ひ
と

つ
の
基
準
で
見
る
人
事
制
度
を
入
れ
た
の
で
す
が
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
比
べ
、
活
躍
し
て
い
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
社
内
外
か
ら
見
え
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
制
度
に
よ
っ
て
、
技
術
の
重
点
領
域
と
、

対
外
的
に
ソ
ニ
ー
を
代
表
で
き
る
人
た
ち
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
の
真
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ソニー 人事センター
採用部　統括部長
千種康裕氏

新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
長
け

た
企
業
が
並
ん
で
い
る
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
盤
は
制
度
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
業
務
設

計
に
あ
る
の
が
特
徴
だ
。
新
し
い
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
に
最
大
の
価
値
を
置

く
以
上
、
個
人
の
力
に
大
き
く
依
拠
し
た
業

務
設
計
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
新
た
な
挑
戦
を

促
進
し
、
評
価
し
、
失
敗
は
咎
め
な
い
。
そ
う

し
た
文
化
や
風
土
が
業
務
設
計
を
下
支
え
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

人
事
制
度
の
基
礎
は
職
務
に
あ
る
。
外
部

か
ら
の
人
材
採
用
は
積
極
的
で
あ
り
、
仕
事

の
成
果
に
よ
っ
て
給
与
格
差
が
発
生
す
る
と

い
う
特
徴
も
あ
る
。

な
お
、
マ
ッ
プ
上
に
は
存
在
す
る
ニ
ュ
ー
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
系
（
新
興
金
融
業
3
社
が
該

当
）
は
、
こ
の
群
と
ほ
ぼ
同
じ
特
徴
を
持
ち
、

亜
群
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
説
明
を
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

業
界
初
・
日
本
初
・
世
界
初

い
つ
も
時
代
の
先
頭
に
い
た
い

ソ
ニ
ー

「
技
術
者
の
理
想
工
場
」

新
し
さ
へ
の
挑
戦
を
何
よ
り
も
尊
ぶ

専
門
職
制
度
を
復
活

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
評
価
す
る
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フロントドライブ系

私
が
初
め
て
採
用
担
当
を
や
っ
た
80
年
代
後
半

に
、「
い
い
加
減
な
会
社
」
と
い
う
採
用
コ
ン
セ
プ

ト
を
作
り
ま
し
た
。
実
感
と
し
て
、
そ
う
と
し
か

い
い
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
最
近
は
も
っ
と

洗
練
さ
れ
て
、「
リ
ミ
ッ
ト
レ
ス
な
会
社
」
と
い
う

言
葉
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
。
要
は
「
力
を
つ
け
て

い
く
と
仕
事
の
制
限
は
な
く
な
り
ま
す
よ
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
る
と

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
専

売
公
社
時
代
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

採
用
で
重
視
す
る
の
は
日
本
た
ば
こ
産
業
（
以

下
、
J
T
）
と
の
相
性
で
す
。
中
学
校
く
ら
い
か

ら
、
そ
の
人
が
何
を
考
え
、
ど
ん
な
道
を
歩
ん
で

き
た
か
と
い
う
「
流
れ
」
を
丹
念
に
聞
き
ま
す
。

言
葉
で
は
明
確
に
説
明
で
き
な
い
ん
で
す
が
、
そ

の
流
れ
が
J
T
と
合
う
か
ど
う
か
が
問
題
で
す
。

安
定
志
向
の
人
は
大
概
J
T
と
合
い
ま
せ
ん
ね
。

今
回
の
調
査
で
弊
社
と
対
極
の
位
置
に
あ
る
ネ
オ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
る
会
社
と
か
、
商
社
な
ど
と

は
、
当
時
か
ら
、
結
構
、
人
材
の
取
り
合
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
隠
れ
た
Z
軸
上
で
は
、
近
接
し
た

位
置
に
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

J
T
の
社
員
は
95
％
が
真
面
目
、
残
り
5
％
に

す
ご
く
変
な
人
が
い
ま
す
。
普
通
の
会
社
な
ら
そ

の
5
％
は
異
端
児
に
な
っ
て
浮
い
て
し
ま
う
。
と

こ
ろ
が
J
T
で
は
、
う
ま
く
両
者
が
融
合
で
き
て

い
ま
す
。
人
事
制
度
は
割
と
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
が
会
社
の
文
化
を
作
っ
て
い
る

か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。
特
に
、
先
ほ
ど
の

5
％
の
人
は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
給
与
が
上
が
る
こ

と
を
望
ん
で
働
く
の
で
は
な
く
て
、「
J
T
は
自
分

の
会
社
」
と
い
う
気
持
ち
で
働
い
て
い
ま
す
。
J

T
は
大
企
業
で
す
が
、
中
身
は
中
小
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
「
究
極
の
現
場
志

向
」
だ
と
思
い
ま
す
。

後
輩
に
す
ぐ
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
が
る
の
も

J
T
の
社
風
。
新
入
社
員
か
ら
役
員
ま
で
、
一
緒

に
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
変
な
人
間
ほ

ど
お
互
い
を
よ
く
見
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
派

閥
に
な
ら
ず
、
1
対
1
の
関
係
な
の
が
ま
た
面
白

い
と
こ
ろ
で
す
。

個
人
的
に
は
、
こ
う
い
う
「
変
な
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
J
T
の
一
番
の
原
動
力
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
の
ト
ッ
プ
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
フ
ロ
ン
ト
ド
ラ
イ
ブ
で
は

な
く
て
、
社
員
の
5
％
を
構
成
す
る
変
な
人
が
組

織
を
引
っ
張
る
フ
ロ
ン
ト
ド
ラ
イ
ブ
。
そ
れ
が
J

T
だ
と
思
い
ま
す
。

後
輩
に
ち
ょ
っ
か
い
出
し
た
が
る

変
な
人
が
5
％
い
る
組
織日本たばこ産業　

人事部長
米田靖之氏

こ
の
群
で
は
、
組
織
の
意
思
が
他
の
ど
の
群

よ
り
も
尊
重
さ
れ
る
。
社
員
の
配
置
や
異
動

を
決
め
る
の
は
あ
く
ま
で
会
社
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
基
本
思
想
を
受
け
入
れ
る
と
、

自
由
度
の
高
い
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

仕
事
の
ス
タ
イ
ル
は
個
人
に
委
ね
る
結
果
志

向
、
キ
ャ
リ
ア
や
能
力
開
発
も
個
人
の
裁
量

に
委
ね
ら
れ
る
。
人
事
部
も
、
各
部
門
に
施

策
の
意
思
決
定
か
ら
運
営
ま
で
を
委
ね
て
い

る
。一

言
で
い
え
ば
、
究
極
の
現
場
志
向
の
会

社
群
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
顔
ぶ
れ
を
見

て
も
、
小
売
・
流
通
、
I
T
系
が
多
く
、
顧

客
接
点
や
製
造
現
場
な
ど
、
前
線
部
隊
が
会

社
を
動
か
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
の
背
景
に
、「
現
場
に
お
い

て
こ
そ
人
は
育
つ
＝
環
境
が
人
を
育
て
る
」
と

い
う
思
想
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
内
外
を
隔
て

る
壁
が
高
い
の
は
、
そ
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

究
極
の
現
場
志
向

根
本
で
は
組
織
に
主
導
権

日
本
た
ば
こ
産
業

5
％
の「
変
な
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が

中
小
企
業
感
覚
で
組
織
を
動
か
す
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人材マネジメントを視覚化する

トラッド21系

ワ
タ
ミ
は
外
食
を
中
心
に
し
た
企
業
グ
ル
ー
プ

で
す
。
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
限
り
は
共
通

の
価
値
観
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
は
ス
ロ

ー
ガ
ン
、「
地
球
上
で
一
番
た
く
さ
ん
の
〝
あ
り
が

と
う
〞
を
集
め
る
グ
ル
ー
プ
に
な
ろ
う
」
に
表
れ

て
い
ま
す
。
採
用
の
際
も
、「
世
の
た
め
、
人
の
た

め
に
働
き
、
人
が
幸
せ
に
な
る
姿
を
自
分
の
喜
び

に
す
る
」
と
い
う
価
値
観
を
持
っ
た
人
し
か
採
用

し
ま
せ
ん
。
ワ
タ
ミ
に
入
っ
て
か
ら
の
仕
事
の
仕

方
、
評
価
も
、
す
べ
て
そ
の
価
値
観
に
即
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
本
音
も
建
前
も
あ
り
ま
せ
ん
。

全
員
が
共
有
す
べ
き
価
値
観
は
、
理
念
集
と
呼

ば
れ
る
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
、
社
員
は
常
に
携
帯

し
、
毎
月
の
早
朝
研
修
会
な
ど
で
活
用
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
社
員
は
家
族
と
い
う
考
え
で
す
。

も
ち
ろ
ん
失
敗
し
た
ら
降
格
も
あ
る
し
、
終
身
雇

用
が
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、
好
き
な
仕
事
に
打
ち

込
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
〝
親
心
〞
が
あ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
価
値
観
が
組
織
運
営
の
前
提
で
す
か

ら
、
今
回
の
調
査
で
は
組
織
の
意
思
を
尊
重
す
る

方
向
に
強
く
出
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
か
と
い
っ

て
、
個
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
み
ん
な
で

共
有
し
た
上
で
、
仕
事
の
や
り
方
や
目
標
な
ど
は

各
人
に
委
ね
て
い
ま
す
。
例
え
ば
外
食
部
門
で
は
、

「
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
に
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い

の
場
と
安
ら
ぎ
の
空
間
を
提
供
す
る
」
の
が
事
業

理
念
。
そ
れ
を
ど
う
実
現
さ
せ
る
か
は
、
個
々
の

店
長
に
任
せ
て
い
ま
す
。
店
長
は
店
員
を
巻
き
込

ん
で
そ
れ
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

「
将
来
の
仕
事
の
夢
は
何
か
」、
社
員
は
常
に
問
い

か
け
ら
れ
ま
す
。「
新
し
い
事
業
を
起
こ
し
た
い
」

と
い
う
人
に
は
サ
ポ
ー
ト
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
意
味
で
の
個
人
の
意
思
は
十
分
に
尊
重
し

ま
す
。
新
規
事
業
と
い
っ
て
も
、
例
え
ば
株
式
投

資
の
よ
う
な
も
の
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
額
に
汗

し
て
働
き
、
目
の
前
の
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
う
事

業
こ
そ
ワ
タ
ミ
が
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
す
。
新

入
社
員
の
発
案
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
教
育
支

援
も
今
、
大
き
な
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
事
業
の
ひ
と
つ
、
介
護
事
業
も
ひ
と
り

の
社
員
の
「
や
り
た
い
」
と
い
う
声
が
C
E
O
の

渡
邉
の
思
い
を
引
き
寄
せ
、
形
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
F
A
（
希
望
転
任
制
度
）
も
よ
く
利
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
異
動
と
い
う
形
で
夢
を
実
現

す
る
場
を
自
ら
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
員
の
夢
も
か
な
え
る

社
員
は
家
族
と
い
う
考
え
方

ワタミ 取締役 人材開
発本部　本部長
吉田光宏氏

ど
っ
し
り
と
し
た
存
在
感
を
示
す
大
企
業

が
集
ま
っ
て
い
る
。
社
歴
の
長
い
、
伝
統
を
背

負
っ
た
企
業
が
多
い
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

最
大
の
特
徴
は
、
組
織
力
を
活
か
し
た
業
務

設
計
で
あ
る
。

業
務
の
安
定
性
と
信
頼
性
を
重
視
す
る
こ

と
で
成
果
を
上
げ
、
業
績
を
高
め
て
い
く
と
い

う
考
え
方
に
基
づ
き
、
O
J
T
を
中
心
と
し

て
、
社
員
全
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
精

度
の
高
い
安
定
し
た
仕
事
を
評
価
す
る
仕
組

み
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
業
務
も
、
欠
員
が
生
じ
て
も
、
他

の
人
材
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
業
務
の
標
準

化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
造
を
保
つ

た
め
に
、
安
定
的
な
雇
用
を
重
視
し
、
ゼ
ネ
ラ

リ
ス
ト
の
育
成
を
第
一
義
に
考
え
て
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
群
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
は
、

か
つ
て
日
本
的
経
営
が
賞
賛
さ
れ
た
時
代
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
そ
の
も
の
な
の
だ
。

日
本
的
経
営
の
２１
世
紀
版

雇
用
は
安
定
、
組
織
力
を
重
視

ワ
タ
ミ

「
世
の
た
め
」と
い
う
価
値
観
の
共
有

社
員
の
夢
に
も
投
資
す
る
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スタイル系

ト
ヨ
タ
が
重
視
し
て
い
る
の
が
、
ま
さ
に
仕
事

の
「
型
」
を
社
員
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
「
型
」、
つ
ま
り
「
ト
ヨ
タ
の
仕
事
の
仕
方
」

は
、「
問
題
解
決
」
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
問
題

解
決
能
力
は
、
ト
ヨ
タ
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
基
本

的
な
戦
闘
能
力
だ
と
捉
え
て
お
り
、
我
々
が
ト
ヨ

タ
ウ
ェ
イ
と
呼
ぶ
「
ト
ヨ
タ
で
働
く
人
が
持
つ
べ

き
価
値
観
・
精
神
」
を
根
底
か
ら
支
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
私
が
入
社
し
た
25
年
前
か
ら
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
し
、
ト
ヨ
タ
の
D
N
A
と
し
て
創
業
以
来

引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
型
」
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
問
題
解
決

の
手
法
で
は
な
く
、
も
っ
と
幅
広
い
仕
事
に
取
り

組
む
姿
勢
や
考
え
方
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ト
ヨ

タ
で
は
「
な
ぜ
な
ぜ
」
を
5
回
繰
り
返
す
と
い
う

こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
話
で
す
が
、
実
際
に
何
事

も
徹
底
し
て
問
い
か
け
ま
す
。
事
実
に
基
づ
い
て

「
な
ぜ
、
な
ぜ
」
を
繰
り
返
せ
ば
、
複
雑
に
見
え
る

問
題
で
も
ひ
と
つ
の
真
因
に
辿
り
着
く
。
こ
れ
を

本
当
に
愚
直
に
実
践
し
体
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
型
」
を
身
に
つ
け
る
に
は
結
局
は
O
J

T
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
研
修
で
基
本
的
な
概
念
を

教
え
た
後
、
仕
事
の
現
場
に
戻
る
と
自
分
の
職
場

の
課
題
に
数
カ
月
取
り
組
み
、
職
場
で
発
表
さ
せ

ま
す
。
こ
の
間
、
職
場
の
先
輩
が
日
々
指
導
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
直
属
の
上
司
に
は
、
O
J
T
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
研
修
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
の
特
色
は
、「
教
え
る
人
」
が
「
教
え
ら

れ
る
人
」
の
こ
と
を
徹
底
的
に
考
え
抜
く
こ
と
で

す
。
そ
の
人
材
の
強
み
と
弱
み
は
何
か
、
ど
う
育

て
て
い
く
か
を
考
え
る
、
い
わ
ば
「
部
下
育
成
の

問
題
解
決
」
を
や
る
わ
け
で
す
ね
。

職
場
の
皆
が
同
じ
「
型
」
を
持
つ
こ
と
は
、
議

論
の
た
め
の
共
通
の
土
俵
が
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、

ど
ん
な
問
題
が
起
き
て
も
ひ
と
つ
の
真
因
に
辿
り

着
け
る
は
ず
で
す
。
日
本
の
ト
ヨ
タ
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
中
の
ト
ヨ
タ
の
事
業
体
に
、
こ
の
「
型
」

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、

歴
史
が
長
い
事
業
体
は
、
す
で
に
こ
の
「
型
」
が

定
着
し
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
日
本
よ
り

も
…
…
。

ト
ヨ
タ
は
こ
れ
か
ら
も
個
人
よ
り
も
チ
ー
ム
を
、

結
果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
ま
す
。
1
台
の

車
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
お
客
様
の
手
に
渡
る
ま
で

に
は
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
こ
そ
が
我
々
の
成
果
の
源
泉
で
す
。
ひ
と

り
の
天
才
よ
り
、
1
0
0
人
の
努
力
家
を
育
て
る
。

「
型
」
と
は
そ
の
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

トヨタ自動車　
人材開発部長 トヨタイ
ンスティチュート部主査
犬塚力氏

日
本
を
代
表
す
る
メ
ー
カ
ー
や
、
当
該
業

界
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
が
集
ま
る
。
い
ず
れ

も
〝
強
い
企
業
〞
が
顔
を
揃
え
た
群
で
あ
る
。

強
さ
の
源
泉
は
、「
自
分
た
ち
の
仕
事
の
や
り

方
」
を
明
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
だ
。
自
社

な
り
の
流
儀
や
型
を
持
ち
、
そ
れ
に
即
し
た
行

動
を
社
員
が
と
っ
て
い
る
。

仕
事
を
す
る
上
で
は
結
果
で
は
な
く
、
手
続

き
を
重
視
す
る
。
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
職

務
で
は
な
く
、
個
人
の
能
力
に
注
目
す
る
。
さ

ら
に
、
人
は
し
か
る
べ
き
教
育
に
よ
っ
て
育
つ

の
だ
と
い
う
信
念
。
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に

本
社
の
人
事
部
が
積
極
的
に
関
与
す
る
。
こ

れ
ら
が
こ
の
群
の
共
通
し
た
特
徴
だ
。
こ
れ
で

も
か
、
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
あ
の
手
こ
の
手

で
、
社
員
に
「
型
」
を
埋
め
込
む
。
当
然
、
人

材
に
関
し
て
は
、
内
部
育
成
志
向
が
強
く
出

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
社
員
は
長
い
時
間
を
か

け
て
、
自
社
の
「
型
」
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

独
特
の「
型
」に
こ
だ
わ
る

「
勝
ち
組
」企
業
が
勢
揃
い

ト
ヨ
タ
自
動
車

ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
を
支
え
る「
型
」の
重
視

1
0
0
人
の
努
力
家
を
育
て
る

5
回
の「
な
ぜ
」を
徹
底

世
界
に
展
開
し
て
い
く「
型
」
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人材マネジメントを視覚化する

ナショナル
エスタブリッシュ系

私
が
入
社
し
た
1
9
8
0
年
代
後
半
、
上
司
か

ら
「
俺
た
ち
は
民
間
の
外
交
官
な
ん
だ
。
経
済
を

通
じ
て
国
を
背
負
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
そ
の
つ
も

り
で
仕
事
を
し
ろ
」
と
よ
く
い
わ
れ
た
も
の
で
し

た
。
繰
り
返
し
い
わ
れ
る
う
ち
に
、「
俺
た
ち
が
日

本
を
背
負
っ
て
立
つ
ん
だ
」
と
、
段
々
そ
の
気
に

な
っ
て
い
っ
た
。「
国
家
の
た
め
」
と
い
う
の
が
大

き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
短
期
的
な
業
績
で
人
を
評
価
す
る
と
い
う
よ

り
は
、
仕
事
を
通
じ
て
経
験
を
積
ま
せ
、
能
力
の

高
い
人
か
ら
順
に
昇
進
さ
せ
、
さ
ら
に
大
き
な
仕

事
を
任
せ
る
と
い
う
、
比
較
的
、
中
長
期
的
な
評

価
で
会
社
が
ま
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

海
軍
に
は
伝
統
的
に
ガ
ン
ル
ー
ム
と
い
う
部
屋

が
あ
る
そ
う
で
す
。
ひ
と
た
び
そ
の
部
屋
に
入
れ

ば
、
上
下
の
差
な
く
、
誰
と
で
も
対
等
な
議
論
が

で
き
た
そ
う
で
す
が
、
出
入
り
自
由
に
な
る
に
は

仕
事
ぶ
り
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、

限
ら
れ
た
人
し
か
入
室
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
当

社
で
も
伝
統
的
に
、
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
人

の
評
価
・
育
成
が
な
さ
れ
て
き
た
面
が
あ
り
ま
す
。

「
ど
の
く
ら
い
稼
い
だ
か
」
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
能
力
、
識
見
、
人
格
と
い
っ
た
人
間

そ
の
も
の
が
評
価
さ
れ
、
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
た

人
間
に
は
惜
し
み
な
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
経
験
を

積
ま
せ
る
。
弊
社
と
同
じ
群
に
い
る
他
の
企
業
に

も
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
は
ず
で
す
よ
。

た
だ
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
日
本
と
い
う
国
の
権
威

が
地
に
落
ち
て
し
ま
い
、「
国
家
の
た
め
」
と
い
う

こ
と
が
働
く
上
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
た
り
得
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
で
は
な
く
「
社
会
」

が
新
た
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
か
と
も
思
っ

た
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
こ
ま
で
の
も
の
に
は
な

り
に
く
い
。
新
た
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
何
な
の

か
、
人
事
と
し
て
頭
を
痛
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

弊
社
に
は
80
年
以
上
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
基
本
理
念
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
が
あ
り
ま
す
。

「
所
期
奉
公
・
処
事
光
明
・
立
業
貿
易
」
と
い
う

「
三
綱
領
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
平
た
く
「
期
す
る
と

こ
ろ
は
社
会
へ
の
貢
献
、
フ
ェ
ア
ー
プ
レ
イ
に
徹

す
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
」
と
し
て
い
る
の

で
す
が
、
3
番
目
の
解
釈
が
特
に
難
し
い
。
本
来

の
意
味
は
、「
島
国
・
日
本
で
不
可
欠
な
貿
易
を

本
業
に
し
よ
う
」
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
問
題
と
も
大
い
に
関
係
し
ま
す
の
で
、
外

国
人
社
員
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
人
を
含
め
、
こ
の

綱
領
の
理
解
を
深
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

今
見
直
し
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

三
綱
領
の
意
味
を
再
確
認

「
社
会
」は
弱
い

三菱商事　
HRDセンター 採用・人
材開発 リーダー
和光貴俊氏

短
期
的
に
は
業
績
が
振
る
わ
な
く
て
も
、
給

与
を
下
げ
た
り
は
せ
ず
、
長
期
雇
用
を
保
障

す
る
雇
用
ス
タ
イ
ル
が
特
徴
だ
。
組
織
主
導

で
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
が
決
定
さ
れ
る
傾
向
が
強

い
も
の
の
、
個
人
へ
配
慮
す
る
こ
と
も
怠
ら
な

い
。
各
人
を
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
育
成
し
て
い
く

ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
や
キ
ャ
リ
ア

施
策
の
存
在
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
人
材

は
内
部
育
成
志
向
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。

顔
ぶ
れ
と
し
て
は
、
各
分
野
で
日
本
を
代

表
す
る
大
企
業
が
多
い
。
な
か
で
も
、
か
つ
て

の
高
度
成
長
を
牽
引
し
て
き
た
素
材
系
の
大

企
業
が
目
立
つ
。

こ
の
群
の
企
業
に
は
、
昔
か
ら
、
霞
が
関
の

官
僚
顔
負
け
の
天
下
国
家
意
識
を
持
つ
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、

今
で
も
国
家
や
社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
し
た

い
と
い
う
使
命
感
あ
ふ
れ
る
人
が
多
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

明
治
以
来
の
日
本
を
支
え
た

組
織
主
導
で
伝
統
的
な
経
営

三
菱
商
事

ガ
ン
ル
ー
ム
は
今
も
健
在

〝
国
家
へ
の
貢
献
〞に
代
わ
る「
働
く
動
機
」は

i━Map
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ニュージャパン系

こ
こ
10
年
、
当
社
は
2
度
の
大
き
な
変
革
の
節

目
を
経
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
1
9
9
5
年
を
「
第

2
の
創
業
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
福
武
書
店
か

ら
ベ
ネ
ッ
セ
へ
社
名
変
更
し
、「
よ
く
生
き
る
」
と

い
う
経
営
理
念
そ
の
も
の
を
社
名
に
冠
し
ま
し
た
。

教
育
だ
け
で
な
く
、
介
護
や
語
学
、
出
産
・
育
児

と
い
っ
た
事
業
の
多
角
化
を
進
め
た
時
期
で
し
た
。

人
事
制
度
も
、Pay

fo
r
P
erfo

rm
ance

を
謳

い
、
会
社
と
個
人
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
重
視
す

る
一
方
、
個
人
の
主
体
性
を
尊
重
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
異
動
希
望
申
告
制
度
を
は

じ
め
、
自
主
学
習
を
支
援
す
る
能
力
開
発
ポ
イ
ン

ト
制
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
退
職
金
ポ
イ
ン

ト
制
な
ど
、
す
べ
て
の
人
事
制
度
や
仕
組
み
を
刷

新
し
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
制
度
や
仕
組
み

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
業
績
も
拡
大
し
、
効
果
は

大
い
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
環
境
変
化
と
と
も
に

ア
ン
マ
ッ
チ
な
部
分
が
徐
々
に
生
じ
て
き
ま
し
た
。

次
の
変
革
は
2
0
0
3
年
の
「
第
3
の
創
業
」

で
す
。
社
長
を
社
外
か
ら
招
聘
し
、
執
行
役
員
制

を
導
入
す
る
な
ど
抜
本
的
な
経
営
改
革
を
行
っ
て

い
ま
す
。
人
事
面
で
も
、
こ
の
時
期
い
く
つ
か
の

改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
個
人
と
会

社
の
ベ
ク
ト
ル
を
一
致
さ
せ
る
べ
く
、
目
標
設
定

時
に
役
割
・
職
責
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、「
ゆ
と
り
教
育
」
の

影
響
で
顧
客
ニ
ー
ズ
も
従
来
と
は
大
き
く
変
化
し
、

そ
れ
に
応
じ
た
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
を
図

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
は
、

質
、
量
と
も
に
新
し
い
人
財
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
従
来
の
新
卒
中
心
の
全
社
一
括
採
用
の

方
針
を
転
換
し
、
事
業
ニ
ー
ズ
に
臨
機
応
変
に
対

応
す
べ
く
経
験
者
採
用
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
こ
の
流
れ
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
当
社
は
真
ん
中
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
な
状

況
を
考
え
る
と
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
革
、

改
善
を
常
に
図
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
地
点

に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
95
年
は

現
在
よ
り
も
個
人
や
分
権
化
が
進
ん
だ
上
方
右
側

に
位
置
し
て
い
た
も
の
が
、
2
0
0
3
年
の
変
革

を
経
て
現
在
の
位
置
に
移
行
し
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
ま
す
。
現
在
は
2
0
1
0
年
に
向

け
て
、
新
た
な
成
長
戦
略
を
描
き
、
変
革
の
ス
テ

ー
ジ
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
変
革
に
は
ス
ピ

ー
ド
が
大
切
で
す
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ト
ッ

プ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
度
合
い
が
強
ま
り
、
さ

ら
に
下
方
に
移
動
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ベネッセコーポレーション
人財部長
川口公高氏

今
回
の
調
査
で
、
平
均
的
な
ス
コ
ア
を
計

上
し
た
企
業
群
で
あ
る
。

か
つ
て
の
日
本
的
経
営
に
は
、「
終
身
雇

用
・
年
功
序
列
賃
金
・
企
業
内
組
合
」
と
い

う
〝
三
種
の
神
器
〞
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
い
景
気
低
迷

の
時
期
を
経
て
、
そ
の
古
び
た
〝
衣
装
〞
は
、

徐
々
に
新
し
い
も
の
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。
今
回
の
調
査
で
も
、
終
身
雇
用

や
年
功
序
列
賃
金
を
、
現
在
も
保
持
し
て
い

る
企
業
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
新

し
い
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
の
原
型
を
模

索
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
群
の
企
業
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

こ
の
群
に
属
す
る
企
業
の
多
く
は
、
小
手

先
で
は
な
い
抜
本
的
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
に
違
い
な
い
。
変
化
の

激
し
い
時
代
に
中
庸
に
位
置
す
る
の
は
絶
え

間
な
く
変
化
し
て
き
た
証
拠
で
も
あ
る
。

中
央
に
位
置
す
る

偉
大
な
バ
ラ
ン
ス
企
業
群

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

変
革
し
続
け
た
結
果
と
し
て
の
中
庸

今
後
は
集
権
化
が
高
ま
る
か

先
進
的
な
諸
制
度
を
導
入

さ
ら
に
下
方
へ
移
動
す
る
？
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人材マネジメントを視覚化する

こ
こ
ま
で
記
事
を
読
ん
で
く
る
と
、「
う
ち

の
会
社
は
ど
の
グ
ル
ー
プ
な
の
だ
ろ
う
？
」
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
簡

易
版
診
断
テ
ス
ト
と
し
て
、
貴
社
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
ど
こ
か
診
断
し
て
み
よ
う
。

た
だ
実
際
の
調
査
方
法
と
は
異
な
る
た
め
、

厳
密
な
グ
ル
ー
プ
分
け
は
で
き
な
い
。
人
は
ど

の
よ
う
な
時
に
成
果
を
上
げ
る
か
と
い
う
「
人

材
観
」
を
表
す
X
軸
と
、
成
果
を
上
げ
る
た

め
に
仕
事
を
ど
う
設
計
し
、
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
体
制
を
ど
う
と
っ
て
い
る
か
と
い
う
「
組
織

デ
ザ
イ
ン
」
を
表
す
Y
軸
上
で
、
自
社
が
ど
の

あ
た
り
に
位
置
す
る
か
と
い
う
目
安
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

診断の手順

②手順①の質問1～10で○をつけた数字を、下記の式の質問番号が書かれている枠に入れてください。
例えば、質問1で「（Bに近い）2」を選んだ時は、「2」を入れてください。

③計算式に従って、合計ポイント（X）と、合計ポイント（Y）を算出してください。

④合計ポイント（X）を、図表のX軸の目盛りの数値に合わせて置いてください。同じように合計ポイント（Y）
を、Y軸の目盛りの数値に合わせて置いてください。X軸の数値と、Y軸の数値が交わるところが、貴社
の位置です。

※1 業務遂行にあたり部門・個人に権限を委譲することによって成果を極大化する。
※2 業務設計・運営方針などを本社主導で構築・徹底することによって成果を極大化する。
※3 人は、「やりたいことの実現」のような内発的・自発的動機を持つ時、最も高い成果を上げる。
※4 人は、「組織の使命達成」のような、外生的・社会的役割を持つ時、最も高い成果を上げる。

①下記の質問1～10について、Aの考え方とBの考え方を比較し、貴社の考え方を最もよく反映している
数字（-2～2）に1つだけ○をつけてください。

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

-2 -1 0 1 2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ａに近いＡ質問
やや

Ａに近い
どちらとも
いえない

やや
Ｂに近い

Ｂに近い Ｂ

仕事やキャリアでは、
個人の意思を尊重す
る。

雇用より業績を重視し
て、経営環境次第で人
員計画は変わる。

プロフェッショナル志
向で育成する。

入社とは仲間になるこ
とで、退社後も接触が
保てる。

評価により給与が下が
り、昇進・昇格などで
は年功を考慮しない。

役割重視の業務設計
で、安定した精度の高
い仕事を評価する。

能力開発・キャリア開
発の責任は組織にあ
る。

結果よりも、仕事の仕
方や手続きを重視す
る。

採用や教育に本社の人
事部は積極的に関与す
る。

新たな人材の需要に対
しては、内部人材の任
用を考える。

仕事やキャリアでは、
組織の決定を尊重す
る。

業績より雇用の維持を
重視し、人員計画は安
定志向である。

ゼネラリスト志向で育
成する。

入社とは組織への帰属
であり、退社後は接触
がなくなる。

評価によって給与は下
がらず、昇進・昇格の
際は年功に配慮する。

個力を生かす業務設計
で、新たなチャレンジ
を評価する。

能力開発・キャリア開
発の責任は個人にあ
る。

仕事のやり方は現場に
任せ、結果を重視する。

採用や教育のことは、
部門に委任している。

新たな人材需要に対し
ては、外部労働人材の
採用を考える。

-32～-20 -19～-7 -6～6 7～19 20～32

19～30

7～18

-6～6

-18～-7

-30～-19

分権型デザイン（※１）

セルフモチベーション・ドライブ
（※3）

コーポレートミッション・ドライブ
（※4）

Ｘ軸

Y軸

集権型デザイン（※2）

質問1 質問2 質問3 質問4 質問5 合計（X）

（ × 7）＋（ × 3）＋（ × 3）＋（ × 2）＋（ × 1）＝

質問6 質問7 質問8 質問9 質問10 合計（Y）

（ × 4）＋（ × 3）＋（ × 3）＋（ × 3）＋（ × 2）＝

あ
な
た
の
会
社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ど
こ
か

編
集
部

診断テスト
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未
来
に
向
け
て「
調
査
」を
ど
う
活
用
す
る
か

こ
こ
か
ら
は
実
質
、
特
集
の
第
2
部
と
な
る
。

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
深
層
を
規
定
す
る
１２
の
価
値
軸
と
、

各
社
の
人
事
思
想
の
位
置
関
係
を
表
し
た【
i
┃
M
a
p
】。

こ
の
2
つ
か
ら
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
未
来
に
対
し
て
、
ど
ん
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

調
査
担
当
の
研
究
員
ら
5
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
。

提
言
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人材マネジメントを視覚化する

2
0
0
5
年
。
私
た
ち
が
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
調
査
を
計
画
し
、
実
施
し
た
年
は
、
日

本
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
未
来
を
考
え
る
上

で
、
エ
ポ
ッ
ク
な
年
で
あ
っ
た
。
景
況
の
本
格

的
な
回
復
…
…
「
失
わ
れ
た
10
年
」
か
ら
の

離
脱
を
果
た
し
、
企
業
は
攻
勢
モ
ー
ド
へ
の
転

換
を
図
り
始
め
た
。
若
年
を
中
心
に
人
材
採

用
意
欲
が
大
き
く
高
ま
り
、
人
材
に
関
す
る

前
向
き
な
議
論
が
増
え
始
め
た
。
そ
し
て
、
人

事
制
度
改
定
、
定
着
が
一
段
落
し
、
見
直
し

機
運
…
…
そ
の
最
た
る
も
の
と
し
て
「
成
果
主

義
」
に
関
す
る
批
判
的
な
議
論
が
高
ま
っ
た
。

つ
ま
り
は
、
未
来
に
向
け
て
新
た
な
模
索
が
始

ま
ろ
う
と
す
る
年
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
2
0

0
5
年
現
在
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況

を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
中
か
ら
未
来
を
思
い
描

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
未
来
は

現
在
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
名

言
に
倣
う
こ
と
か
ら
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
前
、
日
本
の
主
要
企
業
の
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
･
ス
タ
イ
ル
は
、「
日

本
的
経
営
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
画
一
的
な
も
の

で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
も
し
、

1
9
9
0
年
に
i
│

M
a
p
を
作
成
し
た
ら
、

分
散
は
小
さ
く
、
特
徴
的
な
グ
ル
ー
プ
は
見
つ

け
に
く
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
が
、
バ
ブ
ル
崩

壊
を
契
機
に
、
あ
た
か
も
ビ
ッ
グ
バ
ン
が
起
こ

っ
た
か
の
よ
う
に
分
散
し
始
め
、
好
む
と
好
ま

ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
多
様
に
な
っ
て
い
っ
た
。

終
身
雇
用
、
年
功
序
列
、
企
業
内
組
合
、
あ

る
い
は
職
能
資
格
、
新
卒
一
括
採
用
…
…
そ

れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
は
企
業
内
で
微
妙
に
、
あ

る
い
は
大
き
く
変
質
し
、
そ
れ
が
企
業
間
の
差

異
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
一
方
で
日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
の
顔
ぶ
れ
に
も
大
き
な
変
化
が
訪
れ

た
。
倒
産
、
廃
業
、
あ
る
い
は
統
廃
合
な
ど
に

よ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
消
失
が
続
き
、
い
く
つ
か

の
企
業
は
、
新
た
な
資
本
家
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を

得
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ネ

ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
を
筆
頭
に
新
興
企
業
が

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
名
を
連
ね
る
よ
う
に

な
り
、
外
国
企
業
･
多
国
籍
企
業
も
ま
た

続
々
と
日
本
市
場
へ
の
参
入
を
果
た
し
た
。

バブル 
崩壊 

未来 
モデルＡ 

Ｂ 

Ｃ 

D

E

F

G

H

モデルＡ 

Ｂ 

D

E

F

G

H

Ｃ “日本的経営” 

2005年 

2015年 

未
来
モ
デ
ル
は
ひ
と
つ
で
は
な
い

複
数
で
あ
る
、
と
い
う
仮
説

【図表1】人材マネジメントモデル仮説

2
0
1
5
年
を
想
像
す
る
た
め
の

「
5
つ
の
潮
流
」と「
3
つ
の
デ
ザ
イ
ン
」

I
豊
田
義
博
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
　
主
任
研
究
員
）
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こ
の
よ
う
に
、
社
会
構
造
が
大
き
く
変
わ
り
、

バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
始
ま
っ
た
ビ
ッ
グ
バ
ン

に
よ
っ
て
分
散
･
多
様
化
が
進
ん
だ
今
、
目

指
す
べ
き
未
来
モ
デ
ル
は
多
様
な
も
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
今
す
で
に
あ
る
多
様
性
の
中
に
、

未
来
モ
デ
ル
の
萌
芽
･
原
型
（
私
た
ち
は

「
エ
ッ
ジ
（
企
業
、
企
業
群
）」
と
呼
ん
で
い
た

の
だ
が
）
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
（
図
表
1
）。

こ
う
し
た
考
え
方
が
リ
サ
ー
チ
設
計
の
根
幹
に

な
っ
た
。

こ
う
し
た
仮
説
の
も
と
に
得
ら
れ
た
i
│
M

a
p
お
よ
び
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
・
10
の

グ
ル
ー
プ
。
こ
れ
は
、
2
0
0
5
年
現
在
の

「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
散
･
多
様
化
の
実

態
」
と
「
エ
ッ
ジ
企
業
群
」
で
あ
り
、
未
来
を

想
像
す
る
上
で
の
素
材
と
な
る
も
の
だ
。
そ
し

て
、
10
の
グ
ル
ー
プ
は
未
来
モ
デ
ル
の
萌
芽
、

あ
る
い
は
原
型
で
あ
り
、
マ
ッ
プ
上
の
各
社
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

施
策
･
意
思
決
定
の
集
積
値
で
あ
り
、
短
期

的
に
は
シ
フ
ト
で
き
な
い
も
の
だ
と
し
て
も
、

中
長
期
的
に
は
そ
の
位
置
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
る
。
あ
る
い
は
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
時
に
何
を
操
作

し
た
ら
い
い
の
か
。
i
│

M
a
p
の
X
軸
（
人

材
観
）
も
Y
軸
（
組
織
デ
ザ
イ
ン
）
も
、
そ
れ

に
関
連
し
た
価
値
軸
（
X
軸
に
も
Y
軸
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
5
つ
の
価
値
軸
、
計
10
の
価
値
軸

が
関
連
し
て
い
た
）
も
、
意
識
的
あ
る
い
は
短

期
的
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
要
素
ば
か

り
だ
。
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
掲
げ
た
要
素

以
外
に
、
未
来
に
向
け
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
鍵
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。そ

れ
は
、
た
と
え
る
な
ら
ば
i
│

M
a
p
の

Z
軸
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
i
│
M

a
p
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
を
2
次
元
で

表
し
た
も
の
で
あ
り
、
2
次
元
の
も
の
と
し
て

は
多
様
な
要
素
を
包
含
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ

で
も
平
面
上
に
表
し
き
れ
な
い
も
の
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
Z
軸
座
標
と
な
る
べ
き
視
点
を
探

し
、
そ
の
現
状
を
認
知
し
、
未
来
に
向
け
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

Z
軸
と
な
る
視
点
。
そ
れ
は
、
未
来
に
向

け
て
の
社
会
の
潮
流
の
中
に
見
出
す
べ
き
も

の
だ
。

21
世
紀
に
入
り
、
日
本
を
取
り
巻
く
社
会

構
造
は
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
迎
え
て
い
る
。

分権型デザイン 

?

?

コーポレート 
ミッション・ドライブ 

セルフモチベーション・ 
ドライブ 

【i－Map】 

集権型デザイン 

未
来
に
向
け
て
勢
い
を
増
す

5
つ
の
潮
流

【図表2】未来想像の鍵となる「Z軸」

未
来
を
想
像
す
る
上
で

必
要
と
な
る
Z
軸
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人材マネジメントを視覚化する

そ
れ
を
表
す
端
的
な
言
葉
は
「
成
熟
社
会
」

だ
ろ
う
。
高
度
成
長
社
会
は
は
る
か
昔
に
終

わ
り
を
告
げ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も
国
、
あ

る
い
は
企
業
は
安
定
成
長
軌
道
へ
の
回
帰
を

目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、
90
年
代
に
は
ま
た

残
っ
て
い
た
安
定
成
長
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
こ
こ

何
年
か
の
間
に
瞬
く
間
に
消
失
し
て
い
る
。
こ

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
視
点

を
、
未
来
想
像
の
前
提
に
置
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
私
た
ち
は
以
下
の
5
つ
の
潮
流
に
注
目

し
た
。

「
カ
リ
ス
マ
店
員
」
ブ
ー
ム
を
ご
記
憶
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
、
店
舗
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
商
品

の
品
質
以
上
に
、
そ
こ
に
い
た
店
員
に
よ
っ
て

飛
躍
的
に
売
り
上
げ
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い

う
構
造
変
化
を
端
的
に
表
す
出
来
事
で
あ
っ

た
。
モ
ノ
･
カ
ネ
が
重
要
な
資
産
で
あ
っ
た
工

業
化
社
会
か
ら
人
材
や
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
無

形
資
産
が
重
要
な
知
識
社
会
へ
、
物
質
経
済

か
ら
知
識
経
済
へ
。
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
顕
著
に
表
す
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

変
化
は
、
今
後
ま
す
ま
す
影
響
力
を
増
し
て

い
く
。
ワ
ー
ク
ス
誌
で
も
「
知
的
資
本
と
ナ
レ

ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
2
0
0
0

年
秋
に
大
特
集
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
重
要

度
は
以
降
さ
ら
に
増
し
続
け
て
い
る
。
そ
し
て

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
（
＝
質
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

与
え
ら
れ
、
何
を
す
べ
き
か
を
自
ら
考
え
実
行

し
て
い
く
人
材
）
の
育
成
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

物
質
経
済
時
代
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。

多
く
の
目
標
管
理
シ
ス
テ
ム
は
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー

カ
ー
へ
の
シ
フ
ト
を
阻
害
し
、
顧
客
接
点
･

仕
事
の
最
前
線
が
学
習
の
場
へ
と
そ
の
意
味

を
変
え
、
中
間
管
理
職
の
存
在
意
義
は
希
薄

に
な
っ
て
い
く
。
組
織
の
抜
本
的
な
構
造
転

換
が
必
要
に
な
る
の
だ
。

日
本
の
人
口
は
す
で
に
減
少
を
始
め
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
人
口
動
態
は
、
人
材
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
筆
頭
に

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
若
年
労
働
者
の
減
少
だ

ろ
う
。
私
た
ち
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
15
〜
24
歳

の
労
働
力
人
口
は
、
2
0
1
5
年
に
は
2
0

0
0
年
当
時
の
69
・
5
％
に
ま
で
減
少
し
、

25
〜
34
歳
の
労
働
力
人
口
も
同
様
に
79
・

9
％
に
ま
で
減
少
し
て
し
ま
う
。
昨
年
あ
た
り

か
ら
、
大
卒
･
第
二
新
卒
市
場
は
す
さ
ま
じ

い
勢
い
で
売
り
手
市
場
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
景
気
回
復
の
一
過
性
ブ
ー
ム
に

は
と
ど
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

高
齢
化
へ
の
対
応
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
。
60
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
は
、
2
0
1

5
年
に
は
2
0
0
0
年
当
時
よ
り
38
・
6
％

増
加
し
、
労
働
力
人
口
の
約
20
％
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
。
多
く
の
企
業
は
、
60
歳
以
降
の

再
雇
用
制
度
を
導
入
し
、
当
面
の
問
題
を
乗

り
切
っ
て
い
る
が
、
こ
と
の
本
質
は
ま
っ
た
く

解
決
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
労
働
力
減
少
に

対
応
し
、
女
性
の
活
用
は
い
う
に
及
ば
ず
、
外

国
人
の
活
用
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
激
変
に
対
応
す

る
た
め
に
、
企
業
は
多
様
な
人
材
を
活
用
で

き
る
思
想
･
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
図
ら
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
る
。

会
社
と
は
、
発
足
者
に
一
定
以
上
の
資
源

と
社
会
的
信
用
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
生
ま
れ

る
、
そ
し
て
未
来
永
劫
に
お
い
て
存
在
す
る
、

安
定
的
で
か
つ
信
頼
性
の
極
め
て
高
い
存
在
。

そ
ん
な
常
識
が
つ
い
に
消
滅
し
た
。
会
社
法
に

謳
わ
れ
て
い
る
数
々
の
条
文
は
、「
会
社
は
、

作
り
や
す
い
も
の
」「
会
社
の
執
行
者
が
代
わ

る
の
は
頻
繁
に
起
こ
る
こ
と
」「
会
社
の
所
有

者
で
あ
る
株
主
も
頻
繁
に
変
わ
る
」
つ
ま
り
は
、

会
社
は
時
限
的
に
経
営
さ
れ
る
流
動
的
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
そ
の
自
由
度
を
大
幅

経済・社会の 
グローバル化 

成熟社会の到来 

知識経済化 

会社の変化 

個人の 
人生観の変化 

人口減少 

第
一
の
潮
流

知
識
経
済
化

第
二
の
潮
流

人
口
減
少

第
三
の
潮
流

会
社
の
変
化

【図表3】成熟社会･5つの潮流
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に
広
げ
る
と
と
も
に
、
内
部
統
制
に
関
す
る
ハ

ー
ド
ル
を
高
め
て
い
る
。
会
社
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

は
1
8
0
度
変
わ
っ
た
、
と
い
っ
て
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
会
社
の
社
会
的
役
割
も
ま
た
見

直
さ
れ
て
い
る
。
環
境
へ
の
配
慮
、
地
域
と
の

共
生
…
…
C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

は
、
成
熟
社
会
の
中
で
こ
そ
影
響
力
を
持
つ

も
の
だ
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

絡
ん
で
、
こ
の
問
題
は
雇
用
の
面
に
も
強
く
及

ん
で
き
て
い
る
。

国
境
の
意
味
が
希
薄
化
す
る
中
で
、
資
本

や
人
材
が
流
動
化
し
始
め
、
地
球
を
ひ
と
つ

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
見
立
て
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
う
概
念
が
、
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
閉
鎖

的
と
い
わ
れ
て
久
し
い
日
本
市
場
に
も
欧
米

の
競
争
相
手
が
次
々
に
参
入
を
果
た
し
、
B

R
I
C
s
に
代
表
さ
れ
る
新
た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー

も
急
速
に
影
響
力
を
増
し
て
い
る
。
一
方
で
、

国
内
市
場
は
飽
和
し
、
持
続
的
成
長
の
た
め

に
は
日
本
企
業
も
海
外
市
場
に
進
出
し
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
へ
の
対
応
が
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
。
国
際
会
計

基
準
、
I
S
O
、
そ
し
て
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
欧
米
基
準
は
勢
力
を
広

げ
、
ア
ジ
ア
の
主
要
国
は
既
に
そ
の
勢
力
下
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
圧
力
は
、
企
業
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
大

き
な
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
る
。
多
様
な
人

材
･
顧
客
に
対
し
て
、
社
会
背
景
の
違
い
を

超
え
て
、
情
報
や
意
思
、
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
共
有
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
構
築
が
急
務

に
な
っ
て
い
る
。

社
会
、
経
済
、
あ
る
い
は
人
口
。
マ
ク
ロ
な

構
造
変
化
が
同
時
並
行
的
に
進
む
中
で
、
さ

ら
に
大
き
な
変
化
が
個
人
の
意
識
と
行
動
、

と
い
う
ミ
ク
ロ
な
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
。

「
何
の
た
め
に
働
く
の
?
」
と
い
う
素
朴
な
質

問
。
以
前
で
あ
れ
ば
極
め
て
大
き
か
っ
た
「
生

き
る
た
め
の
手
段
」
の
割
合
は
、
確
実
に
減
少

し
て
い
る
。
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
に
よ
っ
て
金

銭
の
持
つ
意
味
･
価
値
は
希
薄
化
し
、
働
く

こ
と
自
体
が
「
生
き
る
目
的
」
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
は
、「
働
く
」
と
い
う
生
産
活
動
・
意
識

と
「
遊
ぶ
」「
学
ぶ
」「
暮
ら
す
」
と
い
う
消
費

活
動
・
意
識
が
融
合
し
て
い
く
こ
と
を
も
意

味
す
る
。
個
人
の
ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン

ス
感
覚
は
多
様
化
し
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
要
請
は
強
く
な
る
。

さ
ら
に
「
人
生
80
年
」
の
時
代
を
迎
え
、
働

く
時
間
は
長
く
な
る
。
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と

い
う
言
葉
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
か
ら
普

及
し
た
が
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
は
ひ

と
つ
で
は
も
は
や
な
く
、
2
つ
、
い
や
3
つ
4

つ
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
5
つ
の
潮
流
に
よ
っ
て
湧
き
上

が
る
現
象
・
変
化
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
中

で
「
未
来
に
向
け
て
の
3
つ
の
デ
ザ
イ
ン
」
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
（
図
表
4
）。

ひ
と
つ
目
は
「
ナ
レ
ッ
ジ
･
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
･
デ
ザ
イ
ン
」。
主
に
は
「
知
識
経
済
化
」

に
よ
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
。

2
つ
目
の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
･
デ
ザ
イ
ン
」

は
「
人
口
減
少
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
人
生
観

の
変
化
」
に
よ
っ
て
、
3
つ
目
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
･
デ
ザ
イ
ン
」
は
「
会
社
の
変
化
」「
人

生
観
の
変
化
」
を
中
心
に
、
す
べ
て
の
潮
流

が
強
い
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
「
3
つ
の
デ
ザ

イ
ン
」
の
中
か
ら
、
今
回
の
調
査
結
果
の
分

析
を
踏
ま
え
て
見
え
て
き
た
「
Z
軸
と
な
り
う

る
視
点
」
を
提
示
し
た
い
。

新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
、
新
事
業
…
…
成

熟
社
会
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を
生
み
出
す
ニ

ー
ズ
、
難
度
と
も
に
極
め
て
高
い
。
そ
し
て
、

知
識
経
済
化
と
い
う
潮
流
を
受
け
て
、
そ
の

担
い
手
は
現
場
に
働
く
一
人
ひ
と
り
の
ナ
レ

ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
い
く
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ

ー
カ
ー
と
は
、
組
織
に
お
け
る
一
握
り
の
高
度

専
門
人
材
や
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を

指
す
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
仕
事
、
す
べ

て
の
職
種
に
お
い
て
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の

出
現
･
輩
出
が
待
望
さ
れ
る
の
だ
。
彼
ら
に
、

い
か
に
ナ
レ
ッ
ジ
･
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
し
て

も
ら
う
の
か
。
様
々
な
要
因
･
装
置
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
が
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
コ

ミ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
仕
事
と
そ
の
ゴ
ー
ル
の
設

計
･
設
定
」
だ
ろ
う
。「
仕
事
の
与
え
方
」「
仕

第
四
の
潮
流

経
済
･
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

第
五
の
潮
流

個
人
の
人
生
観
の
変
化

「
3
つ
の
デ
ザ
イ
ン
」

こ
こ
か
ら
Z
軸
は
生
ま
れ
る

ナ
レ
ッ
ジ
･
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
･

デ
ザ
イ
ン
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事
の
任
せ
方
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
う
リ
デ
ザ

イ
ン
す
る
か
。
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
中
で

3
つ
の
視
点
が
見
え
て
き
た
。

ひ
と
つ
目
は
仕
事
提
供
の
枠
組
み
の
視
点

だ
。
個
人
の
持
つ
能
力
に
基
づ
く
ジ
ョ
ブ
ア
サ

イ
ン
か
、
職
務
や
役
割
に
基
づ
く
ジ
ョ
ブ
ア
サ

イ
ン
か
、
つ
ま
り
は
人
に
値
段
を
つ
け
る
の
か

椅
子
に
値
段
を
つ
け
る
の
か
。
人
事
制
度
の

根
幹
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
日
本
に
お

い
て
は
、
職
務
･
役
割
主
義
と
い
い
な
が
ら
、

実
は
個
人
の
（
業
務
遂
行
）
能
力
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
い
る
企
業
が
支
配
的
だ
。
業
務
遂

行
能
力
だ
け
で
は
な
く
価
値
観
･
さ
ら
に
は

全
人
格
的
側
面
ま
で
を
各
社
が
用
い
て
い
る

「
能
力
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
組
み
込
ん
で

い
る
か
ど
う
か
。
そ
う
し
た
視
野
で
自
社
の
現

状
と
方
向
感
を
捉
え
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
こ

の
視
点
は
、
5
ペ
ー
ジ
で
提
示
し
た
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
思
想
･
12
の
価
値
軸
の
11
番
目
の

軸
で
あ
る
。
i
│

M
a
p
の
X
軸
Y
軸
双
方
へ

の
相
関
性
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
Z
軸
の
候

補
の
筆
頭
に
な
る
。

2
つ
目
は
、
提
供
す
る
仕
事
･
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
性
格
の
視
点
で
あ
る
。
質
的
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
提
示
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
量
的
な
貢
献

を
期
待
す
る
の
か
。
こ
れ
も
ま
た
、
評
価
制
度

設
計
の
際
に
常
に
議
論
さ
れ
る
視
点
で
あ
る
。

質
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
提
示
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ

ー
カ
ー
化
を
促
す
基
本
だ
と
考
え
て
い
る
。
ビ

ジ
ョ
ン
や
方
針
を
提
示
し
、
ゴ
ー
ル
は
各
個
人

が
設
定
す
る
。
そ
し
て
そ
の
新
し
さ
や
品
質
の

高
さ
を
評
価
し
て
い
く
。
絶
対
的
な
基
準
値

を
置
け
な
い
と
い
う
難
し
さ
は
あ
る
が
、
評
価

の
方
向
性
が
社
内
で
共
有
さ
れ
る
と
、
ナ
レ
ッ

【図表4】未来に向けての「5つの潮流」と「3つのデザイン」
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却
が
肝
要
な
の
だ
。

今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
く
人
材
。

彼
ら
、
彼
女
ら
に
活
き
活
き
と
仕
事
を
し
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
新
た
な
働
き
方
の
提
示
だ
け

で
は
な
く
、
組
織
の
基
本
的
な
枠
組
み
ま
で
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、「
べ
き
論
」
先
行
で
、
多
様
性
を

高
め
る
の
は
不
健
全
だ
。
社
会
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
C
S
R
の
一
環
と
し
て
行
う
と
い

う
の
は
一
見
す
る
と
美
し
い
企
業
姿
勢
で
は

あ
る
が
、
間
違
い
な
く
実
態
と
の
乖
離
を
起
こ

す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
対
応
を
契
機
に
組

織
風
土
・
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
す
る
、
と
い
う
経

営
の
強
い
意
志
な
き
場
合
は
、
企
業
の
生
産

性
を
維
持
し
な
が
ら
緩
や
か
な
シ
フ
ト
を
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
全
て
の
企
業
が
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
と

は
思
わ
な
い
。
労
働
市
場
に
お
い
て
中
長
期

的
に
強
い
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
急
速
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
場
合
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
対
応
の

優
先
順
位
を
上
げ
る
必
要
は
な
い
。

こ
う
し
た
現
実
的
な
観
点
を
踏
ま
え
、
こ
こ

で
も
視
点
を
3
つ
提
供
し
た
い
。
ひ
と
つ
目
は

数
の
問
題
、
企
業
内
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
比
率
、

と
で
も
呼
べ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
乱
暴
に
定
義

す
れ
ば
「
男
性
・
新
卒
・
正
社
員
・
日
本

人
・
60
歳
未
満
」
以
外
の
人
員
の
比
率
だ
。

2
つ
目
は
、
チ
ャ
ネ
ル
の
問
題
だ
。
新
卒
、

中
途
、
学
歴
別
、
あ
る
い
は
雇
用
形
態
な
ど

の
募
集
・
雇
用
チ
ャ
ネ
ル
を
ど
の
よ
う
に
設
定

し
て
い
る
か
、
間
口
の
種
類
を
ど
れ
だ
け
設
定

す
る
か
、
で
あ
る
。
雇
用
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず

に
業
務
委
託
･
ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ー
を
活
用
す

る
こ
と
も
当
然
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

3
つ
目
の
観
点
は
、
多
様
な
人
材
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
タ
イ
ル
の
問
題
だ
。
個
人
の
属
性
の
違

い
に
よ
っ
て
任
せ
る
業
務
を
区
別
す
る
こ
と
は

せ
ず
、
ジ
ョ
ブ
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
も
能
力
開
発

の
機
会
も
各
人
の
持
つ
能
力
に
応
じ
て
同
等

に
提
供
す
る
「
ミ
ッ
ク
ス
ス
タ
イ
ル
」
か
、
あ

る
基
準
に
よ
り
個
人
に
任
せ
る
業
務
を
区
分

す
る
「
セ
パ
レ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
」
か
。
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
で
は
、
女
性
の
管
理

職
を
10
％
以
上
、
と
い
う
よ
う
な
数
値
の
話

が
先
行
し
が
ち
だ
が
、
重
要
な
の
は
こ
こ
に
挙

げ
た
よ
う
な
仕
組
み
･
ス
タ
イ
ル
の
話
だ
。
そ

し
て
、
仕
組
み
･
ス
タ
イ
ル
が
明
確
に
な
る
前

に
数
の
議
論
を
始
め
る
と
、
そ
の
話
は
砂
上
の

楼
閣
と
化
す
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

「
日
本
的
経
営
」
は
消
失
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
世
に
提
唱
し
た
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ア
ベ
グ
レ
ン
氏
は
、
長
期
雇
用
な
ど
の
日

本
的
経
営
の
根
幹
は
ま
だ
生
き
続
け
て
い
る
、

と
い
う
。
確
か
に
、
特
に
米
国
系
企
業
の
ス
タ

イ
ル
や
ス
タ
ン
ス
に
比
べ
れ
ば
そ
う
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
何
か
も
っ
と
本
質
的
な
も
の

が
変
質
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
高
度
成
長

か
ら
80
年
代
ま
で
と
今
と
で
は
、
商
品
・
顧

客
が
様
変
わ
り
し
て
い
な
い
企
業
で
あ
っ
て

も
、
実
は
ま
っ
た
く
違
う
会
社
に
な
っ
て
し
ま

ジ
･
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ク
ル
が
高
速
回

転
し
始
め
る
。
で
は
、
量
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

提
示
し
な
が
ら
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
化
を
促

す
こ
と
は
不
可
能
な
の
か
。
確
か
に
売
上
目
標

や
件
数
目
標
な
ど
の
数
値
を
設
定
す
る
と
、

個
人
は
「
い
か
に
達
成
す
る
か
」
と
い
う
ス
キ

ル
ワ
ー
カ
ー
的
思
考
に
な
り
が
ち
だ
。
大
切
な

の
は
数
値
の
意
味
を
共
有
す
る
こ
と
。
そ
の
数

値
が
経
営
や
事
業
、
そ
し
て
個
人
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
個
人
は
「
実
現
の
た
め
に
、
何
を
し
て
い

く
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
模
索
し
始
め
る
。

第
3
の
視
点
は
ゴ
ー
ル
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン

だ
。
個
人
に
寄
せ
る
期
待
が
、
四
半
期
ベ
ー

ス
な
ど
の
短
期
的
期
待
な
の
か
、
そ
れ
と
も
1

年
、
あ
る
い
は
数
年
と
い
う
よ
う
な
中
長
期
的

期
待
な
の
か
。
事
業
特
性
に
よ
っ
て
決
ま
る
ケ

ー
ス
が
多
々
あ
り
、
一
企
業
の
中
で
も
仕
事

特
性
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、
成
果
主

義
的
フ
レ
ー
ム
が
各
社
に
浸
透
し
、
M
B
O

に
よ
っ
て
半
期
、
あ
る
い
は
1
年
と
い
う
サ
イ

ク
ル
が
全
社
一
律
に
適
応
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

問
題
の
核
心
が
あ
る
。
長
期
的
な
視
野
で
業

務
の
再
構
築
を
せ
よ
と
い
い
な
が
ら
短
期
で
の

評
価
が
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
て

は
未
来
志
向
の
ナ
レ
ッ
ジ
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
一
方
で
、P

lan

│D
o

│S
ee

の
サ

イ
ク
ル
が
1
カ
月
、
1
週
間
あ
る
い
は
も
っ
と

短
い
よ
う
な
業
務
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
短
サ
イ
ク
ル
業
務
の
中
に
こ
そ
変
化

の
兆
し
は
い
ち
早
く
表
れ
る
。
サ
イ
ク
ル
に
即

し
た
情
報
収
集
･
共
有
･
評
価
シ
ス
テ
ム
を

明
確
に
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
ま
ず
あ
り
き
、
の
発
想
か
ら
の
脱

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
･
デ
ザ
イ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
デ
ザ
イ
ン
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っ
て
い
る
…
…
そ
う
い
う
例
は
決
し
て
少
な
く

な
い
。
そ
し
て
、
変
化
の
正
体
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
質
、
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
朝
の
体
操
」
や
「
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、

「
滅
私
奉
公
」
と
い
う
言
葉
の
例
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
日
本
企
業
は
傍
か
ら
（
特
に
は
欧
米

か
ら
）
見
れ
ば
特
異
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
映
っ

た
だ
ろ
う
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
の
多
く

が
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
端
を

発
す
る
「
人
事
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
に
よ
っ
て
、

組
織
内
の
シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
変
容
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
持
っ
て
い
た
居
心
地
の
よ
さ
や
信

頼
性
は
大
き
く
損
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
個
人

は
会
社
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
ま
す
ま
す

距
離
を
置
き
つ
つ
あ
る
。
放
置
す
れ
ば
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
破
綻
す
る
だ
ろ
う
。
で
は
ど
う
す
る

か
?
こ
こ
で
も
3
つ
の
視
点
を
提
示
し
た
い
。

第
1
の
視
点
は
、
ウ
ェ
ッ
ト
か
ド
ラ
イ
か
、

と
い
う
「
関
係
性
の
湿
度
」
だ
。
社
内
イ
ベ
ン

ト
が
今
も
さ
か
ん
に
あ
り
、
従
業
員
同
士
で
情

報
や
知
識
を
共
有
す
る
活
動
が
自
然
発
生
的

に
起
こ
り
、
オ
フ
ィ
ス
が
常
に
騒
が
し
い
よ
う

な
湿
度
1
0
0
％
の
組
織
は
今
の
時
代
に
フ

ィ
ッ
ト
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
一
方

で
、
社
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
全
く
な
く
、
情
報

共
有
は
常
に
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
、
オ
フ
ィ
ス

は
常
に
静
粛
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
湿
度
ゼ

ロ
％
の
組
織
か
ら
は
人
は
間
違
い
な
く
離
れ

て
い
く
。
業
務
特
性
、
従
業
員
の
メ
ン
タ
リ
テ

ィ
な
ど
を
勘
案
し
、
適
切
な
湿
度
設
定
を
考

え
る
べ
き
だ
。

第
2
の
視
点
は
、
関
係
が
あ
た
か
も
明
文

化
さ
れ
た
が
ご
と
き
「
契
約
」
に
基
づ
く
の
か
、

そ
れ
と
も
暗
黙
の
信
頼
に
依
存
す
る
「
心
理

的
契
約
」
に
基
づ
く
の
か
と
い
う
「
契
約
の
拠

り
所
」
だ
。
公
的
な
色
彩
が
強
く
、
昇
進
と
い

う
公
式
的
か
つ
明
示
的
な
評
価
の
み
が
重
視

さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
も
仕
事

に
関
す
る
こ
と
が
大
半
を
占
め
、
個
人
と
組
織

を
媒
介
す
る
の
は
仕
事
だ
け
で
、
仕
事
の
土
台

の
上
に
の
み
成
り
立
っ
て
い
る
世
界
…
…
そ

ん
な
契
約
の
み
の
組
織
も
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
は
呼
べ
な
い
だ
ろ
う
。
仕
事
に
お
け
る
情
緒

的
な
側
面
を
ど
の
程
度
ま
で
重
視
す
る
の
か
、

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
ど
の
程
度

ま
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
「
遊
び
」
の
話
題
を
許

容
す
る
か
…
…
最
大
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
、

心
理
的
契
約
レ
ベ
ル
を
ど
の
水
準
に
セ
ッ
ト

す
る
の
か
、
と
い
う
難
し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

必
要
に
な
る
。

第
3
の
視
点
は
、
ウ
ォ
ー
ム
か
ク
ー
ル
か
と

い
う
「
関
係
性
の
温
度
」
で
あ
る
。
対
面
型
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
に
か
く
重
視
し
、
従

業
員
は
中
長
期
に
わ
た
っ
て
在
籍
し
、
そ
の
全

て
に
昇
進
に
期
待
を
持
た
せ
る
ジ
ョ
ブ
ア
サ
イ

ン
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
よ
う
な
ウ
ォ
ー
ム
過
ぎ

る
組
織
で
は
今
の
時
代
に
生
き
残
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
文
書
や
メ
ー
ル
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
徹
し
、
本
人
の
や
り
た
い
こ

と
重
視
の
ジ
ョ
ブ
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
が
特
徴

で
、
ワ
ー
カ
ー
ホ
リ
ッ
ク
な
状
況
に
追
い
込
ま

れ
る
し
か
な
い
よ
う
な
ク
ー
ル
な
組
織
で
は
、

人
は
生
き
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
ま

た
、
適
切
な
「
温
度
設
定
」
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
大
上
段
に
構
え
て

稿
を
進
め
て
き
た
が
、
実
は
力
不
足
を
痛
感

し
て
い
る
。
議
論
す
る
、
あ
る
い
は
想
像
す
る

ツ
ー
ル
や
視
点
は
提
供
で
き
た
と
は
思
う
の
だ

が
、
研
究
が
完
了
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
特

に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
新
た

な
研
究
テ
ー
マ
が
確
定
し
た
、
と
い
う
レ
ベ
ル

に
し
か
な
い
。
し
か
し
、
あ
え
て
公
開
す
る
こ

と
で
、
企
業
の
皆
様
と
の
対
話
の
機
会
を
増

や
し
て
い
き
、
ご
批
判
や
新
た
な
視
点
・
課
題

を
い
た
だ
く
中
か
ら
、
さ
ら
に
新
し
い
価
値
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
調
査
の

「
第
1
章
」
は
こ
れ
に
て
終
了
だ
が
、
未
来
を

描
く
試
み
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

ナレッジ 
クリエイション・ 
デザイン 

ダイバーシティ･ 
デザイン 

コミュニティ･ 
デザイン 

ロー･レシオ ハイ･レシオ 

モノ・チャネル マルチ･チャネル 

セパレート・ 
マネジメント 

ミックス・ 
マネジメント 

ウェット・ 
コミュニケーション 

ドライ・ 
コミュニケーション 

明文的契約 心理的契約 

ウォーム・ 
リレーション 

クール・ 
リレーション 

能力に基づく 
ジョブアサイン 

職務に基づく 
ジョブアサイン 

質的ミッションの 
設定 

量的ミッションの 
設定 

短期的スコープ 中長期的スコープ 

【図表5】「3つのデザイン」の視点

未
来
を
描
く
試
み
は

出
発
点
に
着
い
た
ば
か
り
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今
回
の
調
査
結
果
を
見
て
真
っ
先
に
感
じ

た
の
が
「
日
本
の
人
事
も
一
色
で
は
な
い
。
き

ち
ん
と
〝
俺
流
〞
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
互
い
に
優
劣
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
H
R
M
の
制
度
競
争
を
繰
り
広
げ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

私
は
人
事
部
の
役
割
は
3
つ
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
同
じ
費
用
を
使
い
な

が
ら
も
、
社
員
が
最
大
限
の
や
る
気
を
発
揮

す
る
よ
う
な
制
度
や
仕
組
み
、
文
化
を
構
築

す
る
こ
と
で
す
。
2
つ
目
は
、
企
業
の
戦
略
を

実
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
や
ス
キ
ル
を

持
っ
た
人
材
を
、
必
要
と
さ
れ
る
部
署
に
、
必

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
供
給
す
る
こ
と
、
3
つ
目

が
、
人
材
資
源
管
理
の
専
門
家
と
し
て
、
経

営
陣
に
戦
略
の
立
案
・
実
現
に
有
益
な
助
言

を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
1
番
目
の
役
割
と
密
接
に

関
連
し
て
い
ま
す
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、「
人

と
組
織
の
関
係
性
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
長
く
、
ひ
と
つ
の
製
品
に
多

数
の
人
間
が
関
わ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
、
個

が
立
っ
た
強
烈
な
営
業
が
リ
ー
ド
す
る
リ
ク
ル

ー
ト
で
は
、
社
員
の
や
る
気
の
出
さ
せ
方
が
違

っ
て
当
然
で
す
。
そ
れ
を
証
明
し
て
く
れ
た
の

が
今
回
の
マ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

あ
る
人
事
制
度
が
間
違
っ
て
い
る
か
、
正

し
い
か
が
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
人
事
制
度

と
は
究
極
の
と
こ
ろ
「
経
営
か
ら
社
員
に
対
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
の
で
す
か
ら
。
例
え
ば
、

人
事
に
は
成
果
主
義
と
か
能
力
主
義
と
い
っ

た
「
主
義
」
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
主
義
と
は

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
こ
と
。
他
人
か
ら
正
し
い
、

正
し
く
な
い
と
い
わ
れ
た
く
な
い
で
し
ょ
う
。

人
事
に
も
「
何
を
信
じ
て
、
社
員
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
す
る
か
」
と
い
う
信
念
の
要
素
が
必
要
で
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
い
な
り
に
な
っ
て
、

「
正
し
い
」
成
果
主
義
と
い
っ
た
も
の
を
無
定

見
に
入
れ
る
の
だ
け
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

マ
ッ
プ
を
見
て
も
う
ひ
と
つ
思
う
の
は
、

「
組
織
が
巨
大
化
し
す
ぎ
た
会
社
が
あ
る
の
で

は
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
総

体
と
し
て
の
規
模
は
大
き
い
も
の
の
、
自
動
車

製
造
と
い
う
事
業
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る

の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
に
は
、
シ
ナ

ジ
ー
効
果
も
な
さ
そ
う
な
事
業
を
い
く
つ
か
束

ね
、
ひ
と
つ
に
し
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
事
業
部
ご
と
に
同
様
の
調
査
を

し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
群
に
分
類
さ
れ
る

で
し
ょ
う
し
、
そ
う
な
ら
な
い
と
お
か
し
い
。

日
本
の
グ
ル
ー
プ
経
営
の
歴
史
を
見
る
と
、

自
然
発
生
的
な
も
の
が
多
く
、
き
っ
ち
り
と
し

た
戦
略
に
基
づ
い
て
形
作
ら
れ
た
も
の
は
少
な

い
は
ず
で
す
。
グ
ル
ー
プ
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

資
金
や
人
材
と
い
っ
た
経
営
資
源
を
ま
と
め

て
調
達
で
き
る
こ
と
で
す
。
1
9
6
0
年
代

の
ア
メ
リ
カ
に
巨
大
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
が

次
々
に
生
ま
れ
た
の
は
ま
さ
に
そ
れ
が
理
由
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
70
年
代
以
降
、
金
融
市
場

と
人
材
市
場
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
メ
リ
ッ

ト
が
減
り
、
多
く
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
は
解

体
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
も
そ
う
い
う
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
子
会
社
は
ど
ん
ど
ん
自
立

さ
せ
、
巣
立
た
せ
る
べ
き
な
の
で
す
。

グ
ル
ー
プ
経
営
は
人
間
の
親
子
関
係
に
似

て
い
ま
す
。
最
初
の
段
階
の
親
会
社
と
子
会

社
は
、
親
子
の
一
体
感
を
尊
ぶ
母
親
と
子
供

の
関
係
が
よ
い
。
長
じ
る
に
従
っ
て
、
理
を
求

め
、
自
立
を
促
す
父
親
と
子
供
の
関
係
に
な

る
ほ
う
が
よ
い
。
最
初
は
親
会
社
と
同
じ
人
事

制
度
で
も
よ
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
段
階
か
ら
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
や
っ
て
子

会
社
が
自
立
し
、
成
長
し
、
新
た
な
子
会
社

人
事
・
経
営
の〝
俺
流
〞が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
ほ
し
い

II
野
田
稔
氏
（
多
摩
大
学
　
経
営
情
報
学
部
　
助
教
授
、
リ
ク
ル
ー
ト
フ
ェ
ロ
ー
）

のだ・みのる
多摩大学経営情報学部助教
授、リクルートフェロー
1957年生まれ。一橋大学商学
部卒業後、野村総合研究所入
社。一橋大学大学院商学修士。
同社経営コンサルティング一部
部長を経て、2001年より現職。
著書に『コミットメントを引き出
すマネジメント 社員を本気に
させる7つの法則』（PHP研究
所）、『やる気を引き出す成果主
義　ムダに厳しい成果主義』
（青春出版社）。TBS「ブロード
キャスター」などでも活躍中。

子
離
れ
・
親
離
れ
が
前
提
の

グ
ル
ー
プ
経
営
を
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人材マネジメントを視覚化する

を
作
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
は
日
本

の
経
済
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。

日
本
の
人
事
は
公
平
性
の
担
保
と
い
う
こ

と
を
重
視
し
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

事
業
部
ご
と
に
、
人
材
に
求
め
る
能
力
も
、

競
争
環
境
も
、
収
益
が
出
る
ま
で
の
期
間
も
、

ま
っ
た
く
違
う
の
に
、
最
大
公
約
数
の
人
事

を
あ
く
ま
で
貫
こ
う
と
し
ま
す
。

給
与
の
意
味
も
、
そ
の
人
が
お
金
の
絶
対

額
を
重
視
す
る
人
か
（
経
済
人
モ
デ
ル
）、
組

織
に
所
属
し
昇
進
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
す

る
人
な
の
か
（
社
会
人
モ
デ
ル
）、
仕
事
そ
の

も
の
が
目
標
な
の
か
（
自
己
実
現
人
モ
デ
ル
）、

す
べ
て
が
混
合
し
て
い
る
の
か
（
複
雑
人
モ
デ

ル
）
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
前
の

二
者
が
外
発
的
動
機
付
け
、「
自
己
実
現
欲
求
」

が
内
発
的
動
機
付
け
で
す
。
同
じ
人
間
で
も

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
伴
い
、
意
味
合
い

が
変
わ
っ
て
く
る
。「
お
金
の
要
素
も
当
然
含

ん
だ
、
社
員
に
と
っ
て
の
見
返
り
の
総
体
は
何

か
（
＝
ト
ー
タ
ル
・
コ
ン
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
）」

に
人
事
は
も
っ
と
敏
感
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
真
の
意
味
の
公
平
性
で
す
。

あ
る
ア
メ
リ
カ
の
金
融
会
社
に
話
を
聞
き

に
行
っ
た
時
、「
う
ち
に
は
給
与
テ
ー
ブ
ル
も

何
も
な
い
」
と
言
わ
れ
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

給
与
は
毎
年
の
個
別
交
渉
で
決
ま
り
、
子
供

が
生
ま
れ
る
と
か
、
お
金
が
必
要
な
年
に
は
、

そ
の
分
の
上
乗
せ
が
個
別
交
渉
で
可
能
だ
と

い
う
の
で
す
。「
不
公
平
感
が
生
じ
ま
せ
ん

か
？
」
と
た
ず
ね
た
ら
、「
自
分
が
逆
の
立
場

に
な
っ
た
場
合
、
そ
う
し
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
。

お
互
い
さ
ま
で
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
人
事
制
度
の
あ
る
べ
き
姿
の
ひ
と
つ

だ
、
と
思
い
ま
し
た
。

公
平
性
の
担
保
を
否
定
す
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
形
式
的
な
制
度
に
よ
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
会
社
と
社
員
の
間
の
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
ず
前
提
に
す
べ
き
で

し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
個
人
と
会
社
の
双
方

が
納
得
す
る
意
味
空
間
が
醸
成
さ
れ
る
の
が

理
想
的
な
状
態
で
す
。

先
ほ
ど
、「
事
業
部
別
に
分
か
れ
た
ほ
う
が

い
い
会
社
も
あ
る
の
で
は
」
と
い
う
話
を
し
ま

し
た
。
一
方
で
事
業
部
制
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
同
じ
会
社
な
の
に
、
事
業
部
間
の
競
争

が
激
し
く
な
り
、
資
源
の
取
り
合
い
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。「
内
部
は
協
力
し
合
い
、

競
争
す
る
の
は
外
部
と
だ
け
」
と
い
う
ル
ー
ル

を
経
営
は
徹
底
す
べ
き
で
す
ね
。

英
語
で
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（com

p
eti-

tion

）
＝
競
争
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
コ
ン
（com

）
は
「
み
ん
な
で
」、
ぺ
テ
ィ

シ
ョ
ン
（p

etition

）
は
「
求
め
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
。
み
ん
な
で
求
め
る
、
だ
か
ら
競

争
に
な
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
が

造
っ
た
の
が
、
サ
ー
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（su

r-

petition

）
い
う
言
葉
で
す
。
サ
ー
（sur

）
に

は
「
上
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
サ

ー
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
、「
上
の
こ
と
を
求
め
る
」、

要
す
る
に
「
人
と
違
っ
た
こ
と
を
求
め
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
な
ら
競
争
は
起
こ
り
ま

せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
経
営
や
複
数
の
事
業
部
を
運

営
す
る
場
合
は
、
サ
ー
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
戦
略
で

行
く
べ
き
な
の
で
す
。
同
じ
社
内
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
異
な
る
事
業
の
期
待
収
益
率
を
同
一

化
す
る
よ
う
な
愚
は
犯
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

社
員
同
士
も
そ
う
で
す
が
、
昔
は
競
争
に

よ
る
切
磋
琢
磨
が
パ
ワ
ー
に
変
わ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
激
化
し
す
ぎ
る
と
、
互

い
に
足
の
引
っ
張
り
合
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、

自
滅
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
、
そ
の
会

社
に
と
っ
て
適
正
な
競
争
レ
ベ
ル
が
あ
る
は
ず

で
す
。
内
部
競
争
が
全
体
最
適
に
つ
な
が
る

こ
と
が
明
確
な
場
合
は
除
き
、
グ
ル
ー
プ
間
で

も
事
業
部
間
で
も
、
さ
ら
に
は
社
員
間
に
お
い

て
も
、
過
度
の
競
争
を
避
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
考
え
る
基
準
値
も
こ
の

マ
ッ
プ
か
ら
読
み
取
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

公
平
性
の
担
保
よ
り

ま
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

過
度
の
競
争
が

全
体
最
適
を
阻
害
す
る

【図表】組織論における人間観

自己実現人モデル
・人は自律的な満足を求める
・人は自らの求めるところにより
組織を使う
・働くことそのものが喜びである
・アージリス、マグレガー、マズ
ローなどが提唱

経済人モデル
・人は給与を得るために働く
・基準を設定し、それを上回れ
ばより多くの給与がもらえる
・科学的管理法

社会人モデル
・人は組織に属したい
・人間関係を大切にする
・人間関係が良好だとうれしい
・ホーソン工場実験（メイヨーら）

複雑人モデル
・3つのモデルを混合させて
考える
・人の欲求は多様で重層的で
ある
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人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
三
フ
ェ
ー
ズ

│
│「
自
己
実
現
」を
経
営
に
取
り
込
む
た
め
に

III

最
近
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
三
フ
ェ
ー

ズ
と
い
う
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
第
一
と
い
う

の
は
、
今
の
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
が
そ
う
で
す
。

個
人
は
ま
だ
貧
し
く
て
、
生
活
の
不
安
を
抱

え
て
働
い
て
い
ま
す
の
で
、
会
社
に
要
求
す
る

も
の
は
お
金
を
中
心
と
し
た
〝
満
た
す
も
の
〞

に
な
る
。
会
社
は
、「
あ
な
た
の
仕
事
は
こ
れ

で
す
。
こ
う
や
っ
た
ら
評
価
し
ま
す
。
こ
れ
を

や
っ
た
ら
罰
則
で
す
」
と
い
う
非
常
に
シ
ン
プ

ル
な
ル
ー
ル
で
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
第
二
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る
と
、
会
社
の

主
導
権
は
ま
だ
ま
だ
強
い
も
の
の
、「
働
き
や

す
い
会
社
」「
き
ち
ん
と
教
育
し
て
く
れ
る
会

社
」
と
か
、
社
員
側
の
選
択
要
素
が
現
れ
始

め
ま
す
。
多
く
の
日
本
や
欧
米
の
企
業
は
今
、

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
い
る
わ
け
で
す
が
、
組
織
と

人
間
が
対
等
な
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

お
金
や
「
ど
こ
か
に
所
属
し
た
い
気
持
ち
」

な
ど
、
満
た
さ
れ
て
い
な
い
欲
求
の
う
ち
、
経

営
上
の
優
先
度
が
高
い
も
の
か
ら
順
番
に
、

会
社
側
が
〝
満
た
し
て
あ
げ
る
〞
と
い
う
図

式
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

問
題
は
次
の
第
三
フ
ェ
ー
ズ
で
す
。
こ
こ
で

必
要
な
の
は
、「
個
人
の
自
己
実
現
欲
求
を
経

営
に
完
全
に
取
り
込
む
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

で
す
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
会
社
と
個
人
間

の
W
I
N
│
W
I
N
関
係
が
高
次
元
で
成
立
し

て
い
る
状
態
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
ジ
ョ

ブ
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
で
導
き

出
さ
れ
た
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
第
二
フ
ェ
ー
ズ

ま
で
の
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
第
三

フ
ェ
ー
ズ
に
な
る
と
、
人
事
部
主
導
か
、
個
人

主
導
か
と
い
う
次
元
で
は
な
く
て
、
双
方
が
高

い
レ
ベ
ル
で
関
与
し
合
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
移
行
す
る
に
は
、
個
人

側
の
自
立
や
成
熟
も
必
要
な
の
で
す
。
こ
の
フ

ェ
ー
ズ
で
は
、
そ
う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
働
く
場
と

し
て
自
社
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
な
い
会
社
は
生
き

残
れ
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
で
い
う
グ
ー
グ
ル
、
日
本
で
も
20

代
が
主
体
で
や
っ
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
は
、

第
三
フ
ェ
ー
ズ
の
匂
い
を
感
じ
ま
す
。
彼
ら
は

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
だ
け
が
目
標
と
は
い
わ
な
い

し
、
株
式
公
開
も
視
野
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

世
代
を
下
る
に
従
っ
て
、
就
業
観
が
確
実
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
働
く
目
的
は
自
己
実

現
で
あ
り
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
限
り
、
ど
ん

な
に
有
名
な
会
社
に
い
っ
て
も
、
ど
ん
な
に
お

金
を
稼
げ
て
も
意
味
な
い
。
そ
う
い
う
意
識
が
、

今
の
20
代
か
ら
下
で
ど
ん
ど
ん
色
濃
く
な
っ
て

い
ま
す
。

第
三
フ
ェ
ー
ズ
は
会
社
の
枠
も
超
え
て
し

ま
い
ま
す
。
あ
る
種
の
N
P
O
に
は
、
各
人
の

自
己
実
現
に
対
す
る
深
い
理
解
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
N
P
O
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
経
営
の
安
定

度
は
な
い
し
、
財
務
価
値
も
小
さ
い
、
け
し
粒

の
よ
う
な
存
在
で
す
が
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は

極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
組
織
に
な
る
。
L

L
P
（
有
限
責
任
事
業
組
合
）
な
ど
、
目
的

を
達
成
し
た
ら
解
散
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
組

淡
輪
敬
三
氏
（
ワ
ト
ソ
ン
ワ
イ
ア
ッ
ト
代
表
取
締
役
社
長
）

個
人
と
組
織
の

ジ
ョ
ブ
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

たんなわ・けいぞう
ワトソン ワイアット代表取締役
社長
東京大学工学部航空学科修士
課程修了、スタンフォード大学
修士課程修了。NKK、マッキ
ンゼー・アンド・カンパニーを経
て、1997年より現職。戦略、
組織、人材を一体で改革する
変革マネジメントが専門。
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人材マネジメントを視覚化する

織
も
同
様
で
す
。

社
会
が
成
熟
し
て
く
る
と
、
明
ら
か
に
こ
う

い
う
動
き
が
顕
著
に
な
る
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
も
、
内
側
に
囲
い
込
む
の
で
は
な
く
、
逆
に

解
放
し
て
い
く
第
三
の
方
向
に
進
ん
で
い
く

と
思
い
ま
す
。

第
三
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
移
行
が
最
初
に
必
要

な
の
は
、
ハ
イ
テ
ク
や
デ
ザ
イ
ン
、
ソ
フ
ト
開

発
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
脳
み
そ
が

勝
負
と
な
る
業
態
で
す
。
こ
う
い
っ
た
業
態
で

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
心
に
あ
る
べ
き
な
の

は
、「
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
や
っ
て
世
の
中
を
変

え
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う
事
業
構
想
力
で
す
。

そ
れ
が
素
晴
ら
し
け
れ
ば
、
給
料
や
規
模
と
関

係
な
く
、「
身
を
置
き
た
い
」
と
い
う
人
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
自
然
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
人
間
も
現
れ
る
で
し
ょ
う
。
組
織
は
あ
く

ま
で
柔
軟
、
方
向
転
換
も
容
易
で
、
メ
ン
バ

ー
は
固
定
さ
れ
ず
、
外
部
か
ら
絶
え
ず
魅
力
的

な
人
材
が
や
っ
て
き
て
、
逆
に
合
わ
な
く
な
っ

た
人
は
去
っ
て
い
く
。
第
一
、
第
二
と
比
べ
て
、

人
事
部
の
役
割
も
劇
的
に
変
化
し
、
そ
の
権

限
は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
る
で
し
ょ
う
。

第
二
フ
ェ
ー
ズ
の
ま
ま
残
る
会
社
は
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
少
な
く
と
も
す
べ
て
の
会
社
が
第

三
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
す
る
の
は
ま
だ
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
う
ち
は
第

二
の
ま
ま
で
い
い
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
今
の
20

代
は
第
三
フ
ェ
ー
ズ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
必
要

と
す
る
層
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

最
近
、
20
代
前
半
の
若
者
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
名
だ
た

る
民
間
企
業
や
役
所
に
勤
務
し
て
い
る
優
秀

な
若
者
た
ち
で
す
。
彼
ら
は
「
上
司
か
ら
1
0

0
の
成
果
を
期
待
さ
れ
た
時
、
い
く
つ
出
せ
ば

よ
い
か
」
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。「
2

0
0
出
し
た
ら
、
嫌
が
ら
れ
る
か
ら
、
1
5
0

あ
た
り
で
止
め
て
お
く
」
そ
う
で
、
さ
ら
に
、

「
1
5
0
出
す
と
、
次
に
2
0
0
と
か
5
0
0

要
求
し
て
く
る
会
社
と
、
80
し
か
要
求
し
て
こ

な
い
会
社
が
あ
る
」
ん
だ
そ
う
で
す
。
80
の
会

社
は
在
籍
し
て
も
無
駄
と
思
い
、
ひ
と
り
の
若

者
が
退
職
し
た
と
い
う
。
聞
い
て
み
た
ら
、
待

遇
も
知
名
度
も
抜
群
の
大
会
社
で
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
規
模
や
知
名
度
で
は
な
く
、
自
分

の
能
力
を
最
大
限
、
発
揮
し
、
自
己
実
現
が

で
き
る
会
社
に
行
き
た
い
若
者
が
も
っ
と
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
さ
か
ん
に
登
場
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
で
す
が
、
女
性
や
外
国
人
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
考
え
た
場
合
、
第
三
フ
ェ
ー
ズ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
要
素
が
必
ず
入
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
自
己
実
現
」
と
い
う
人
間
の
本
質
と
も
い
え

る
部
分
へ
の
動
機
付
け
が
不
可
欠
で
す
か
ら
、

そ
こ
が
う
ま
く
で
き
な
い
と
、
彼
ら
は
す
ぐ
に

辞
め
ま
す
し
、
成
果
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
を
考
え
た

場
合
、
第
三
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
わ
け
で
す
。

採
用
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
は
ず

で
す
。
今
ま
で
は
、
性
別
や
学
歴
、
年
齢
、
国

籍
と
い
っ
た
会
社
側
が
一
方
的
に
決
め
た
一

定
の
基
準
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
合
う
人
だ
け
採

っ
て
い
た
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
の
価

値
観
や
自
己
実
現
の
傾
向
を
見
定
め
る
ほ
う

が
よ
ほ
ど
重
要
に
な
る
の
で
す
。

仮
に
今
、
第
三
フ
ェ
ー
ズ
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
マ
ッ
プ
を
作
る
場
合
、
次
の
2
つ
の
軸

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
人
材
の
多
様
性

の
軸
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
組
織
の
存
続
性
に
関

す
る
時
間
軸
で
す
。
そ
の
中
で
、
人
材
の
多
様

性
を
重
視
し
、
組
織
の
存
続
は
重
視
し
な
い

象
限
に
い
る
会
社
ほ
ど
、
第
三
フ
ェ
ー
ズ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

第
三
フ
ェ
ー
ズ
と
い
う
こ
と
で
は
、
日
本
は

世
界
の
先
頭
を
走
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は

大
量
の
移
民
や
社
会
格
差
を
抱
え
て
い
ま
す

の
で
、
実
は
第
一
フ
ェ
ー
ズ
、
第
二
フ
ェ
ー
ズ

の
国
な
ん
で
す
。
第
三
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
て

い
る
分
野
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
日
本

は
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
れ
ば
平
均
的
で
均
質
な
社

会
。
し
か
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
負
け
て

上
層
部
が
い
な
く
な
り
、
最
大
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
で
あ
る
ミ
ド
ル
層
が
全
体
を
引
っ
張
っ

て
い
く
経
営
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ミ
ド

ル
層
が
自
己
実
現
と
い
う
、
人
間
の
本
質
を

目
指
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
が
現
在

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
動
き
は
個
人
的

に
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小 大 人材の多様性 

長 

短 

組
織
の
存
続
性 

【図表】第三フェーズのi━Map

最
初
に
知
識
産
業
が

移
行
す
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
も

第
三
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要

人
材
の
多
様
性
と

組
織
の
存
続
性
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こ
の
調
査
結
果
を
見
て
一
番
驚
い
た
の
は
、

日
本
の
企
業
も
か
な
り
ば
ら
け
て
い
る
な
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
本
企
業
も
随
分
多
様
化
し

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
人
は
ど
の

よ
う
な
時
に
最
も
高
い
成
果
を
上
げ
る
の
か
が

X
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
調
査
は
人
事

部
が
回
答
し
た
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
従
業
員

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
ま
す

ね
。
も
し
か
し
た
ら
人
事
部
と
従
業
員
は
異
な

っ
た
認
識
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

会
社
に
と
っ
て
人
が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
従
業
員
を
本
当
に
大
事
に
し
て
い
る
会

社
は
ど
れ
だ
け
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
大
事

に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
人

事
制
度
を
設
計
す
る
時
に
何
が
大
切
か
と
い

え
ば
、
そ
の
制
度
で
社
員
が
や
る
気
に
な
る
か
、

元
気
に
な
る
か
、
仕
事
に
集
中
で
き
る
か
、
働

き
や
す
い
か
で
す
。
こ
の
人
事
制
度
の
目
的
を

考
え
た
時
、
こ
れ
か
ら
は
「
働
き
が
い
の
あ
る

会
社
」
で
あ
る
こ
と
が
、
従
業
員
の
成
果
を
高

め
る
重
要
な
鍵
に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。

米
国
経
済
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
（F

ortune

）』

が
、
毎
年
1
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
「
最
も

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
ベ
ス
ト
1
0
0
」（100

B
est

C
om

panies
to

W
ork

for

）
リ
ス
ト

（
図
表
1
）
が
、
1
9
9
8
年
の
掲
載
開
始
以

来
、
年
々
注
目
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

理
由
は
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
が
従

業
員
の
や
る
気
を
高
め
て
能
力
を
発
揮
さ
せ
、

企
業
の
業
績
向
上
に
つ
な
が
る
と
証
明
さ
れ

た
か
ら
で
し
た
。
例
え
ば
8
年
連
続
で
リ
ス
ト

に
入
っ
て
い
る
企
業
の
97
年
か
ら
04
年
ま
で

の
売
り
上
げ
伸
び
率
は
、
平
均
2
3
3
％
。

「
ベ
ス
ト
1
0
0
」
企
業
の
株
価
上
昇
率
は
、

05
年
ま
で
の
年
率
換
算
で
S
＆
P
5
0
0
企

業
が
4
・
81
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
14
・

75
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
企
業
の
中
に
は
、
働
き
が
い
を
追

求
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。「
ベ
ス
ト
1

0
0
」
に
入
る
こ
と
を
H
R
部
門
の
目
標
に

し
て
い
る
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
社
は
、「P

eop
le

│

S
erv

ice

│P
rofit

」
と
い
う
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
従
業
員
を
大
切
に
す
れ
ば

顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
、
ひ
い
て
は
利
益
に

つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
再
び
従
業
員
に
投
資
が

で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
従
業
員
へ
の
敬
意
と

感
謝
を
表
す
表
彰
制
度
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

中
に
は
セ
レ
モ
ニ
ー
に
家
族
や
友
人
も
招
待

さ
れ
る
「
パ
ー
プ
ル
プ
ロ
ミ
ス
」
や
「
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
タ
リ
ア
ン
」
と
い
う
賞
が
あ
り
ま
す
。
従

業
員
に
と
っ
て
は
誇
ら
し
い
場
に
家
族
や
友

人
を
招
待
で
き
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す

し
、
家
族
ら
が
会
社
の
こ
と
を
知
る
場
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

「
ベ
ス
ト
1
0
0
」
に
常
に
入
っ
て
い
る
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ソ
フ
ト
の
世
界
的
企

業
で
あ
る
S
A
S
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
社
の

C
E
O
、
グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
氏
は
「
最
も
大
切
な

資
産
で
あ
る
社
員
は
、
毎
日
夕
方
に
な
れ
ば

ゲ
ー
ト
か
ら
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。
彼
ら
が
翌

朝
ち
ゃ
ん
と
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
社
員

が
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

従
業
員
の
や
る
気
を
高
め
る

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」を
ど
う
作
る
か

IV
斎
藤
智
文
氏
（
日
本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
グ
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ス
・
ツ
ー
・
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

さいとう・ともふみ
日本能率協会コンサルティング
グレートプレース・ツー・ワー
ク・ジャパン チーフプロデュ
ーサー
1984年社団法人日本能率協会
入職。人事革新センター部長
などを経て、2003年に日本能
率協会コンサルティングに転
籍。HR革新センター・チーフコ
ンサルタントを経て、2005年よ
り現職。

「
働
き
が
い
」の
追
求
が

経
営
成
果
に
つ
な
が
る
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人材マネジメントを視覚化する

ん
で
お
り
、
平
均
離
職
率
20
％
以
上
と
さ
れ

る
I
T
業
界
に
お
い
て
、
同
社
は
3
・
5
％

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
一
体
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」

と
は
ど
ん
な
会
社
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
で

20
年
以
上
に
わ
た
り
優
れ
た
職
場
を
研
究
し

て
き
た
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
研
究
所

（G
reat

P
lace

to
W

ork
R
Institute

）」（
※
）

は
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
を
、
①
従
業

員
が
勤
務
す
る
会
社
や
経
営
者
・
管
理
者
を

信
頼
し
、
②
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

③
一
緒
に
働
い
て
い
る
人
た
ち
と
連
帯
感
を

持
て
る
場
所
と
し
て
い
ま
す
（
図
表
2
）。
そ

し
て
こ
れ
ら
3
つ
の
関
係
を
向
上
さ
せ
れ
ば
、

す
べ
て
の
会
社
は
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」

に
な
り
う
る
と
断
言
し
て
い
ま
す
。
最
も
大
切

な
の
は
、
信
頼
を
基
礎
に
し
た
組
織
を
作
る
こ

と
で
す
。
そ
の
上
で
「
売
り
上
げ
」
や
「
利
益
」

な
ど
企
業
に
と
っ
て
の
「
価
値
」
を
、
従
業
員

の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
「
意

義
」
に
翻
訳
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
日
本
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
つ
て
日
本
企
業
は
、
長
期
的
な
視
点
で
能

力
開
発
さ
れ
た
人
材
こ
そ
強
さ
の
源
泉
で
あ

る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
「
過
労
死
」
と

い
う
日
本
語
が
世
界
に
知
れ
わ
た
っ
た
よ
う

に
、
日
本
人
社
員
の
企
業
へ
の
忠
誠
心
の
高

さ
と
仕
事
へ
の
熱
意
は
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
2
0
0
5
年
に
欧
米
・
ア
ジ
ア

の
13
カ
国
で
実
施
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調

査
に
よ
る
と
、
今
や
日
本
人
の
会
社
へ
の
帰

属
意
識
や
仕
事
へ
の
熱
意
は
世
界
最
低
水
準

に
あ
る
の
で
す
。
仕
事
へ
の
熱
意
と
会
社
へ
の

忠
誠
心
が
「
高
い
」
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
最

も
高
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
30
％
に
対
し
て
、
日

本
は
わ
ず
か
9
％
。
そ
の
一
方
で
、「
な
い
」

人
は
67
％
に
の
ぼ
り
、「
ま
っ
た
く
な
い
」
は

中
国
の
20
％
を
上
回
っ
て
、
24
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

報
酬
や
肩
書
を
与
え
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
仕

事
へ
の
熱
意
を
引
き
出
せ
ま
す
が
、
限
界
が
あ

り
ま
す
。
む
し
ろ
現
在
の
日
本
は
、
成
果
を
厳

し
く
問
う
あ
ま
り
、
従
業
員
の
や
る
気
を
失
わ

せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
私
は
見

て
い
ま
す
。

今
の
日
本
企
業
こ
そ
、「
働
き
が
い
の
あ
る

会
社
」
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

働
き
が
い
が
あ
る
（G

reat
P
lace

to
W

ork

）

と
い
う
こ
と
は
、
よ
い
給
料
や
楽
な
仕
事
と
い

っ
た
甘
い
環
境
を
指
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
業
員
が
成
果
を
出
す
と
い
う
責
任
を
伴
い

な
が
ら
も
生
き
生
き
と
働
け
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
は
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
企
業
で

あ
り
、
同
時
に
仕
事
に
熱
中
す
る
社
員
が
集

ま
る
企
業
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
す
。

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
と
な
る
た
め
に
、

ど
の
企
業
に
も
通
用
す
る
万
能
な
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
社
や
S
A
S
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
社
の
真
似
を
し
て
も
、「
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
」
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
実
現
し
て
い
く
方
法
や
道
筋
は
各
企
業

の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
思
想
や
事
業
特
性

に
よ
っ
て
も
様
々
に
あ
り
え
ま
す
。
自
社
に
と

っ
て
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
と
は
何
か
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
施
策
と
は
何
か
、
ど
の
よ

う
に
実
行
し
て
い
く
の
か
。
こ
こ
に
こ
れ
か
ら

の
人
事
部
の
仕
事
が
あ
る
の
で
す
。

※
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
研
究
所（G

re
a
t
P
la
ce
to

W
ork

R
Institute

）」は
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
モ
デ

ル
を
も
と
に
企
業
の
働
き
が
い
度
を
調
査
し
、
す
ぐ
れ
た

企
業
を
発
表
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
の「
最
も
働
き

が
い
の
あ
る
会
社
ベ
ス
ト
1
0
0
」（1

0
0
B
e
st
C
o
m
-

panies
to
W
ork
for

）の
リ
ス
ト
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

1
9
8
0
年
に
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
研
究
を
開
始
し
て
以
来
、

世
界
26
カ
国
で
実
施
し
て
お
り
、
27
カ
国
目
と
し
て
今
年

か
ら
日
本
で
実
施
す
る
。
全
世
界
共
通
の
基
準
で
審
査
さ

れ
る
た
め
、
他
国
の
企
業
と
の
比
較
も
可
能
で
あ
る
。

調
査
で
は
、
会
社
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
従
業
員
に
関
す
る

基
本
的
数
値
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
制
度
な

ど
を
聞
く
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
点
ポ
イ
ン
ト
の
3
分

の
1
を
占
め
る
。
ま
た
、
従
業
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

配
点
ポ
イ
ン
ト
の
3
分
の
2
を
占
め
、「
上
司
は
常
に
重
要

な
課
題
や
変
更
事
項
を
あ
な
た
に
伝
え
て
い
る
」「
上
司
は

良
い
仕
事
や
特
別
に
努
力
し
た
時
に
感
謝
の
意
を
示
し
て

く
れ
る
」
と
い
っ
た
57
の
設
問
が
並
ぶ
。

個人 
（従業員） 

仕事 
従業員 
（仲間） 

マネジメント 

信頼 

連帯感 誇り 

【図表2】「働きがいのある会社」モデル

信
頼
、
誇
り
、
連
帯
感
が

従
業
員
の
や
る
気
を
高
め
る

世
界
最
低
水
準
と
な
っ
た

日
本
人
の
会
社
へ
の
帰
属
意
識

働
く
喜
び
の
再
構
築
が

人
事
の
仕
事
に
な
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

順位
11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

順位

【図表1】フォーチュン誌「最も働きがいのある会社ベスト100（2006年1月発表）」
上位20社リスト

Genentech

Wegmans Food Markets

Valero Energy

Griffin Hospital

W. L. Gore & Associates

Container Store

Vision Service Plan

J. M. Smucker Company

Recreational Equipment（REI）

S. C. Johnson & Son

Boston Consulting Group

Plante & Moran

Quicken Loans

HomeBanc Mortage

Whole Foods Market

Edward Jones

Republic Bancorp

Baptist Health Care

Alston & Bird

Kimley-Horn and Associates

会社名 会社名
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今
、
日
本
企
業
で
、
人
事
・
組
織
の
課
題

や
検
討
テ
ー
マ
の
〝
種
類
〞
は
さ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
理
念
重
視
の
経
営
／
人
材
調
達
の

多
様
化
／
リ
ー
ダ
ー
開
発
へ
の
投
資
／
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
開
発
／
継
続
的
成
長
に

向
け
た
人
材
育
成
／
成
果
主
義
の
真
の
実
効

性
／
多
様
な
雇
用
形
態
の
開
発
・
活
用
／
組

織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
／
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
で
の
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
…
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
大
変
重
く
、
ま
た

相
互
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
、
戦
略
的
Ｈ
Ｒ
Ｍ
の
教
科
書

や
企
業
事
例
の
研
究
な
ど
、
巷
に
は
多
く
の

情
報
が
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
な
広
大
な
テ
ー

マ
は
個
別
の
人
事
制
度
の
検
討
だ
け
で
は
な

か
な
か
解
決
で
き
な
い
。

例
え
ば
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
開
発
と
い
う

テ
ー
マ
で
は
、
従
業
員
の
数
％
程
度
の
人
数

を
全
社
選
抜
し
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
ア
セ
ス
メ
ン

ト
も
用
い
な
が
ら
、
世
界
中
の
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る

こ
と
で
事
業
経
営
者
の
育
成
を
図
る
。
そ
の

際
に
コ
ー
チ
ン
グ
や
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

運
営
手
段
も
重
視
さ
れ
る
。
そ
こ
ま
で
は
だ
い

た
い
わ
か
っ
て
い
る
。
問
題
は
、「
残
り
の
90

数
％
は
？
」「
ポ
ス
ト
昇
進
以
外
の
価
値
観
を

提
供
で
き
る
か
」「
ど
う
や
っ
て
従
業
員
に
安

心
感
を
与
え
仕
事
へ
の
意
欲
を
引
き
出
す
か
」

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
尊
重
す
る
仕
組
み

に
し
た
ら
…
…
」
な
ど
と
い
う
具
合
に
、
ひ
と

つ
の
課
題
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
他
の
複
数

の
テ
ー
マ
の
ほ
う
が
手
ご
わ
い
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
各
個
別
課
題
へ
の
要
素
分
解
型

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
テ
ー

マ
間
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
有
効

な
検
討
が
で
き
な
い
。

当
然
、
姿
勢
だ
け
で
も
の
ご
と
は
進
め
ら
れ

な
い
。

人
事
制
度
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
事
業
の

競
争
力
を
ど
こ
で
実
現
す
る
か
、
ど
う
や
っ
て

継
続
す
る
か
と
い
う
、
事
業
経
営
と
セ
ッ
ト
で

出
来
上
が
っ
て
お
り
、
切
り
離
し
て
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
業
界
地
図
や

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
動
向
、
そ
の
中
で
自
社
の
競

争
優
位
性
を
人
材
・
組
織
面
で
ど
う
発
揮
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
を
事
業
合
理
的
に
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
一
方
で
は
、
価
値
を
生
み
出
す
主
体

が
人
で
あ
る
限
り
、
従
業
員
の
納
得
感
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
・
向
上
で
き
る
仕
組

み
や
運
用
が
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
、
笛
吹
け
ど

踊
ら
ず
、
せ
っ
か
く
の
プ
ラ
ン
が
画
餅
に
帰
す
。

こ
の
2
つ
が
同
時
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
が
、
後
者
が
特
に
難
し
い
と
感
じ
る
。
と

い
う
の
は
、「
過
去
か
ら
現
在
」
を
基
準
に
す

れ
ば
、「
自
社
に
合
う
／
合
わ
な
い
」
と
い
う

こ
と
は
容
易
に
判
断
で
き
る
の
だ
が
、
問
題
は
、

自
社
の
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
判
断
基
準
自
体
ま

で
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
す
る
必
要
も
あ
る
か
ら

だ
。「
制
度
だ
け
変
え
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
嘆
き
は
し
ば
し
ば
聞
く
。
例
え
ば
、
成

Ｈ
Ｒ
Ｍ
思
想
は
不
変
か

変
え
ら
れ
る
の
か

要
素
分
解
型

ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界

経
営
・
人
事
の
ス
タ
ン
ス
を

自
ら
再
設
計
す
る
き
っ
か
け
に

工
代
将
章
（
本
誌
編
集
長
）

V
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人材マネジメントを視覚化する

果
主
義
的
な
制
度
を
設
計
し
て
も
、
人
材
登

用
が
硬
直
的
で
、
細
か
く
年
次
的
な
昇
給
を

繰
り
返
せ
ば
、
そ
れ
は
形
を
変
え
た
年
功
主
義

だ
（
そ
う
い
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
）。
こ
の

場
合
、
制
度
以
前
に
、「
な
ぜ
成
果
主
義
か
」

「
ど
れ
だ
け
他
の
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す

か
」「
そ
れ
も
含
め
て
実
施
す
る
覚
悟
が
あ
る

か
」
と
い
う
人
材
活
用
や
組
織
設
計
の
ポ
リ

シ
ー
や
シ
ス
テ
ム
全
体
の
再
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
従
来
の
価
値
観
か
ら
の
ジ
ャ
ン
プ
が
あ

っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
過
去
の
否
定
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
論
的
に
い
う
と
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
の
思
想
は
、

ど
こ
か
で
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
あ

る
。
今
、
人
事
・
組
織
が
抱
え
て
い
る
問
題

の
大
き
さ
・
深
さ
に
対
峙
し
て
、
制
度
／
運

用
／
ポ
リ
シ
ー
／
理
念
、
と
い
う
レ
ベ
ル
の
深

さ
の
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

い
っ
た
ん
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
そ
の
際
に
、
今
回
調
査

の
Ｘ
│
Ｙ
軸
上
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
事
前

想
定
や
、
10
タ
イ
プ
の
「
系
」
の
特
徴
を
知
っ

て
お
く
こ
と
は
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
相
当
容
易
に

す
る
だ
ろ
う
し
、
具
体
的
な
討
議
を
行
い
や
す

く
す
る
だ
ろ
う
。

キ
ヤ
ノ
ン
と
日
産
自
動
車
は
、
現
代
の
日

本
企
業
の
人
事
・
組
織
に
お
い
て
、
ど
ち
ら

も
明
け
の
明
星
だ
。
こ
の
2
社
の
近
年
の
動

き
を
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
お
読
み
い

た
だ
き
た
い
が
、
両
社
と
も
に
、
意
識
的
に
自

社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
シ
フ
ト
し
て
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
で
は
、
ま
ず
経
営
改
革
の
5
年
間

が
あ
り
、
そ
の
次
に
人
事
・
組
織
の
改
革
に

と
り
か
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、「
三
自

の
精
神
」
を
立
脚
点
に
置
き
、
そ
れ
を
よ
り
本

質
的
に
尊
重
し
て
い
く
こ
と
に
妥
協
な
く
取

り
組
ん
だ
も
の
だ
。
そ
の
結
果
、
給
与
シ
ス
テ

ム
、
退
職
金
制
度
、
福
利
厚
生
制
度
な
ど
、

人
事
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
わ
た
り
変
更
を
行
っ

た
。
こ
れ
ら
が
、
人
件
費
削
減
や
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
要
請
か
ら
で
な
く
、
自
社
の
理
念
に
素
直

で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
れ
が
企
業
と
従
業
員
の
競

争
力
を
高
め
る
道
筋
で
あ
る
と
い
う
信
念
か

2
社
に
見
る

変
革
の
プ
ロ
セ
ス

キ
ヤ
ノ
ン
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
最
近
よ
く
比
較

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
個
々
の
人
事
制
度

に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
社

員
を
大
切
に
す
る
点
な
ど
、
人
事
の
基
本
思
想
が

似
通
っ
て
い
る
と
常
々
、
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
調
査
結
果
を
見
て
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
し
た
の
で
、

納
得
し
ま
し
た
。

同
じ
ス
タ
イ
ル
系
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ト
ヨ

タ
の
ス
タ
イ
ル
は
確
固
た
る
も
の
が
あ
っ
て
永
年

そ
れ
を
受
け
継
い
で
き
た
も
の
。
キ
ヤ
ノ
ン
の
場

合
は
違
い
ま
す
。
10
年
前
に
社
長
に
就
任
し
た
御

手
洗
の
影
響
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
流
の
ス
タ
イ
ル
が
よ

う
や
く
確
立
し
た
の
が
現
在
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ト
ッ
プ
の
求
心
力
は
昔
よ
り
今
の
ほ
う
が
強

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
10
年
以
上
前
は
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
パ
ン
系
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

御
手
洗
が
社
長
に
就
任
し
た
の
が
1
9
9
5
年

10
月
。
翌
年
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
優
良
企
業
グ
ル

ー
プ
構
想
と
い
う
5
カ
年
計
画
を
2
回
繰
り
返
し

ま
し
た
。
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
、
事
業
の
選
択
と
集

中
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
重
視
な
ど
、
財
務
体
質

改
善
の
た
め
の
改
革
を
徹
底
し
て
実
行
し
ま
し
た
。

従
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
「
三
自
（
自
発
・
自

治
・
自
覚
）
の
精
神
」
の
再
徹
底
を
図
っ
た
の
も

御
手
洗
で
す
。
御
手
洗
を
は
じ
め
、
現
在
の
役
員

の
中
に
は
海
外
で
現
地
法
人
の
経
営
に
携
わ
っ
た

経
験
が
あ
る
者
が
多
く
、
日
本
企
業
の
伝
統
的
な

良
さ
に
欧
米
企
業
の
強
み
を
加
え
て
改
革
を
行
っ

た
と
い
う
点
で
、
こ
う
し
た
こ
と
も
功
を
奏
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
実
力
終
身
雇
用
と
い
う
概
念
を

打
ち
出
し
、
職
能
給
に
代
わ
る
役
割
給
の
導
入
、

定
期
昇
給
や
諸
手
当
の
廃
止
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
・
寮
社
宅
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
一
連
の
人
事

制
度
革
新
を
フ
ェ
ー
ズ
1
の
最
終
年
に
あ
た
る
2

0
0
0
年
か
ら
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
改
革
が

大
き
な
混
乱
も
な
く
実
行
で
き
た
背
景
と
し
て
、

労
働
組
合
と
会
社
が
常
に
緊
張
感
を
も
ち
事
前
協

議
を
徹
底
し
て
き
た
こ
と
で
、
両
者
の
信
頼
関
係

が
永
年
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
非
常

に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
誇
っ
て
い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、
キ
ヤ
ノ
ン
で
は
過
去
一
度
も
労
組

に
よ
る
争
議
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
技
術
優
先
と
い
う
考
え
、

そ
れ
に
利
益
志
向
と
全
体
最
適
、
そ
し
て
三
自
の

精
神
。
こ
の
3
つ
が
現
在
の
キ
ヤ
ノ
ン
の
ス
タ
イ

ル
を
決
め
て
い
る
3
要
素
で
す
。
こ
れ
は
後
代
ま

で
長
く
受
け
継
が
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
方
策
を
今
、
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「
三
自
の
精
神
」で
徹
底
し
た
経
営
改
革

社
長
自
ら
改
革
を
リ
ー
ド

キヤノン
グローバル人事企画部
部長
藤井康弘氏

キ
ヤ
ノ
ン
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ら
来
て
い
る
の
は
賞
賛
に
値
す
る
。

ゴ
ー
ン
氏
以
降
の
日
産
自
動
車
の
改
革
は

非
常
に
有
名
で
あ
る
が
、
人
事
面
で
見
る
と
、

実
は
制
度
変
更
は
主
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
仕

事
ラ
ン
ク
制
度
」
は
、
職
務
型
・
役
割
期
待

給
型
の
仕
組
み
と
し
て
は
か
な
り
早
く
、
15
年

前
に
導
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
初
は
、
卒

年
・
年
次
式
の
運
用
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ

の
約
10
年
の
改
革
は
、
制
度
変
更
と
い
う
よ

り
も
運
用
面
、
特
に
人
材
活
用
に
関
す
る
柔

軟
性
や
思
い
切
り
の
よ
さ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。
役
職
任
用
や
、
有
名
な
ク
ロ
ス
・
フ

ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
人
材
登
用
、
キ
ャ
リ
ア
採
用
や
女
性

活
用
、
社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
活
用
な
ど
で
あ
る
。

従
来
の
い
わ
ゆ
る
日
本
型
の
比
較
的
硬
直
的

な
ス
タ
イ
ル
か
ら
、個
々
人
の
能
力
や
期
待
値
、

成
果
を
最
大
限
に
反
映
す
る
方
向
へ
一
気
に

切
り
替
え
て
い
る
。

「
日
本
型
」「
ア
メ
リ
カ
型
」
と
い
う
表
現
は
、

あ
る
時
に
は
成
功
モ
デ
ル
と
し
て
い
わ
れ
、
あ

る
時
に
は
諸
悪
の
根
源
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
ん
な
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
も
の
で

も
な
い
だ
ろ
う
。

キ
ヤ
ノ
ン
は
、〝
終
身
雇
用
〞
だ
か
ら
日
本

型
か
？

し
か
し
、
求
め
ら
れ
る
自
律
性
と
自

己
責
任
の
大
き
さ
か
ら
は
「
キ
ヤ
ノ
ン
型
」
と

い
う
し
か
な
い
。

日
産
は
、
欧
米
型
の
一
言
で
す
ま
せ
ら
れ

る
か
？

役
職
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
任
用
な

ど
、
縦
横
に
個
人
の
力
を
引
き
出
し
て
お
り
、

ク
ロ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ロ
ス
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
と
い
う
、
多
様
な
個
の
尊
重
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
は
日
本
企
業
は

苦
手
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
日
本
型
」
と

い
う
の
は
個
人
の
働
く
場
と
し
て
の
魅
力
を
諦

め
た
企
業
群
の
別
称
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。日

本
型
、
欧
米
型
、
あ
る
い
は
今
回
の
調

査
の
10
タ
イ
プ
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、

タ
イ
プ
分
類
が
大
切
な
の
で
は
な
い
。
教
条
主

義
に
陥
ら
ず
、
ま
ず
は
自
社
を
取
り
巻
く
現
実

を
つ
ぶ
さ
に
見
つ
め
、
将
来
を
と
こ
と
ん
考
え

抜
き
、
気
宇
壮
大
に
ビ
ッ
グ
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
を

描
く
こ
と
こ
そ
が
、
今
の
人
事
の
一
番
の
責
任

で
は
な
い
か
。

タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー（
類
型
学
）よ
り

自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

日
産
は
左
端
の
ザ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
系

に
分
類
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く
20
年
前
は
右

下
の
ト
ラ
ッ
ド
21
に
い
た
と
思
い
ま
す
。
10
年
前

は
業
績
が
低
迷
し
、
伝
統
的
な
日
本
的
人
事
で
は

到
底
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ず
、
人
事
は
人
減
ら
し
に

駆
け
ず
り
回
り
、
方
針
が
定
ま
ら
な
い
状
態
で
し

た
か
ら
、
図
中
に
描
け
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

き
っ
か
け
は
ル
ノ
ー
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
と
、

や
は
り
ゴ
ー
ン
改
革
で
す
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま

で
の
「
年
功
序
列
・
新
卒
中
心
・
日
本
人
主
義
」

が
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
年
功
序
列
は
崩
壊
し
、

同
じ
業
界
の
他
社
と
比
べ
て
も
、
20
代
後
半
か
ら

課
長
に
な
る
人
が
出
る
な
ど
、
昇
進
が
非
常
に
早

く
な
り
ま
し
た
。
給
与
は
成
果
を
出
し
た
人
に
多

く
報
い
る
制
度
と
な
り
、
ボ
ー
ナ
ス
の
額
や
ス
ト

ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
有
無
で
給
与
格
差
の
幅
も
大

き
く
広
が
り
ま
し
た
。

採
用
は
こ
こ
6
年
あ
ま
り
、
新
卒
と
ほ
ぼ
同
じ
、

年
間
5
0
0
人
の
キ
ャ
リ
ア
採
用
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
採
用
者
は
従
業
員
比
率
に
し
て

25
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
大
企
業

の
中
で
は
異
例
の
高
い
数
字
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
件
も
含
め
て
、
ゴ
ー
ン
改
革
以
降
、

日
産
で
一
番
変
わ
っ
た
の
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が

進
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
N
A
C
（N

o
m
inatio

n

A
d
viso

ry
C
o
uncil

）
と
呼
ば
れ
る
世
界
レ
ベ
ル

の
人
事
委
員
会
が
社
内
に
あ
り
ま
す
。
専
門
の
キ

ャ
リ
ア
コ
ー
チ
が
参
加
し
、
将
来
を
担
う
人
財
を

ど
う
発
掘
し
、
育
て
る
か
と
い
う
人
財
サ
イ
ド
、

さ
ら
に
、
枢
要
ポ
ス
ト
の
後
継
者
を
ど
う
育
て
る

か
と
い
う
役
職
サ
イ
ド
、
こ
れ
ら
両
面
か
ら
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
の
人
財
開
発
を
担
当
す
る
委
員
会
で

す
。
会
の
ト
ッ
プ
は
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
で
す
。

ま
だ
3
年
の
歴
史
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が

結
構
う
ま
く
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
し
て
も
ゆ
り
戻

し
の
力
が
ど
う
し
て
も
働
き
ま
す
。
日
本
人
の
男

性
中
心
で
や
っ
て
い
た
ほ
う
が
楽
で
、
居
心
地
い

い
で
す
か
ら
ね
。
こ
れ
に
対
し
て
は
随
時
、
ゆ
り

戻
し
を
修
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
で
す
が
、
ポ
ス
ト
・
ゴ
ー
ン
体
制
の
整
備

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
産
ウ
ェ
イ
を
確
立

さ
せ
、
世
界
中
に
浸
透
・
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
今
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
よ
り
右
下
の
方
向
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
進
ん
だ

日産自動車
常務執行役員
川口均氏

ゴ
ー
ン
改
革
を
経
て
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
移
動

日
産
自
動
車


